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(U.S.1.S｡提供）

アメリカの生産林業

一一本文31頁記事参照---

爲眞1： 第二次林分を覗察中の林業技術

者、此の林分は現在25年生で、ぽつ

ぽつ伐傑が用意される。
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富眞2： ヘムロツクのブlX材積を測定中

の赫業技術者
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嶌眞4: CedderLake (シーダー湖）に

於ける伐擬一上方催伐傑が行はれて

居るが湖畔の集水面は完全に伐採が着

手されて居ない。此等の集水1通域の森

林は保護されなければならない。

嶌眞5： 保護林の中の伐採は極く僅かで

ある。高睡線用電柱として40-]15沢

の長丸太が1エーカから僅かに12本

の割合で伐出されるに過ぎない。
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富眞6：保残母樹林と伐採跡地の掻き起

しを行った慶大な地域を覗察中の林業

技術者。後繼樹と地床植物が既に生長

を開始せんとして居る。これ等は一年

間に2沢以上も生長するであらうo
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代表の登場職能

愈玲参議院議員の選緊も通付いた。曾て我女は林業の政治力を高揚せんが爲めに吾珪の職能代表を國會に邊らね
蔵ならぬことを狼調したのであるが､前號にも指摘した通り、我盈の曾團が過半数公務員を以て熊成されて居るが

爲めに、昨年九月公布された公務員鐘政治的行馬に關する規則(噌呼院規則'4-7）に依りその活動が不可能にな
った事は遺憾である。その他「團農等規正令」「政治賓金規正法｣等の制約もあり、各種の事情に依って、木曾と

しては選學行動の一切を中止することに理裏會で決議した。

此盧に我挙は手を誤いてその成行を傍観しなければならぬ立場膜立ち到ったのであるが、愈糞選緊も間近に控え

て、林業人の立候補蟄想の情勢を見ることも無意義ではないと思う。

こんどの選琴で立候補を溌想されFて居る林業人は慰人あ愚嫌であるO.,この敷人のすぺてが果して我盈の代表とし
で最適の人ばかりであるかどうかは別の問題であ鐙が，要ほ一人でも多く之等の人が當選されて、國會を通じて我
兵林業の馬めに大いに活躍する機の到ることを所念して巳震ないものである。

現在迄に筆者の耳に入った情報に依ると、全國睡に於ては前林野露長官三浦辰雄氏．元山林局休務課長田中八百

八氏.明和物産株式會社蔽長村井清一氏､全森速蕊務理事山本平保氏その他森田哲負''氏等の出馬が識想せられ患。
三浦屍雄氏‘は最近迄林野露長官として難局時代の林野行政をその學識と禮麓に依って魔理し來つ介高"､政治力は

我々.として’も今後の濯躍を大いに期待する虚である。殊に今回立候補せんが爲めに退官された窺溌はその決意の程

も鏡はれて欣快に溌へぬ虚である。

叉最近信州大學農學部長に就任した田中八百八氏が之の椅子を拠って老躯に鞭ち．立候浦されると謂うことも我

意にとっては涙〈･童しい感激である夢.氏の長年に亘る民有林行政に對する功綴と學識人絡は蓋し､我等の代表と
して相應しいものである｡

又特産赫業の出身である村蒲.氏は前回の衆識院議員選緊に於て立候捕したが事精によって之を辞退した關係
もあって、こんどの意氣は営るべからざるものがあり、その若さに物を云はせて着た準備中であると聞く。

全森連専務理事の山本ﾕF保氏は森連の組織を基盤として、出馬することも略舞確礎の由である。元全木蓮に勤務
里

した森田哲郎氏は青森を地盤として立つ嫌に聞いて居る。

地方厘に在っては林業關係者〃出馬は相営數あると穀想されるが､未だその確籏な憶報霧得て居ない。

勿論以上の外にもまだまだ林業人の立候補があるであらうが､届出でが締切られないと分らない｡.現在迄に噂さ
れる此等の顔溺れを見工感ずることは誠に多士濟盈霞ある事は欣ぱしいが,叉一面に於ては多少濫立の傾向力無い
でもなからう。吾糞とじては之等の諸氏が全部當選して､國會に於て林業の爲めに大いに活躍してもらうととを所
願するが.選筆のことであるから仲交そう簡単には行くまい。殊にこんどの選翠は非幣な激戦を澱.鰻されることが

一般の観察である。して見れば我勲としては､我だの職能を代表するに最も通潰した人だけでも絶對に献保し艇い
ものである。

之には言うまでもなく之を選§:國民の良識と判断}こ侯つ外はない。要は林業の政治力を高揚せしめなければなら

ぬ現状を理解して我盈の代表として最も適はい､人を一人でも多く登場せしめることである。斯くすることに依っ

て我掩の林業は叉一段と躍進するであらうことを弧調したい。（25-4-25松原稿）
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林産物返特許 武藤櫛忠

1．特許制度 、 、 て手綾力淀められてゐる。そして、この特許鯉の効力は國

・ 2．林壷物 丙に限られるものではあるが．國際的にも萬國工業所有随

3.最近の出願寶例 保護同盟條約によって或る程度の保護が認められてゐちも
4．犠許の手織 のである。

筒ほ特許に類するもので愛用新案なるものがあり、これ
1．特許制度 の經濟的侭値も重要なものであるが、と上では鯛れないで

′發明の必要なことの今日程急なときはない。敗戦によつ 置くことたするう
て多量の資源を失った我が國にとっては､残る僅かの費源 さて、特許鯉とは如何なる鯉利であるかa先づ如何なる

を最も有数に使用しな瞬化ぱならず。其は人間の精帥的活 ものが特許の對稲となるかと云へぼ、それは特許法の胃頭

動の結果である發明による外はない。發明の保護奨勵こそ に規定されてある邇り(第二條噺規な工業的發明である。

現下焦眉の緊要事である。 新規であることを要することは制度の本旨_上蓄然のこと

文化の發壼珠に産業の開發は發明の集裁であり．一方文 であって、何を以て新規と云うかは、祗曾邇念によるは勿
化の進展に従って發現の基礎が培養されて行くもので、文 諭のことであるが、特許法（第四條乃至第六條）は該當事

化ど發明の雨者は相互依存の脇係に立ってゐるものであ 由を明定してゐる。

る｡一個人の慧知と努力の繕果である發明は人類杜會に盆 工業的とば此の場合極めて旗い意味であって所謂商工業
する魔甚犬なものであるが．其の發明自鐙就會進運の詰果・ のそれと異って、淡く産業的と云う意味に解さるべきであ

の賜物である｡従って發狙の結果は廣く斌會の爲に利用さ って;例へぱ眞珠義殖方法叉は椎浄の菌種駒の製鐙方法等
れなけれぽならないものであるが．折角努力發明しても英 の生物特許も認められてゐる。

の結果が他人の利益に歸して鯵うのでは發明に努力する者 發男とは一定の目的のために爲､される人間の糖繩的活動

が無くなって拳うこと坐なるので､發明者に一定の雛利を の結果に技術として表現された思想的創遥物であり.斯る・
與へて其の發明の結果を或る範函で濁占させることが發明 發狙に對して特許が與へられるものである動

を奨勵助長して結局人類吐雪の利益と.なると云う立場から 然し右の要件は具へても特許と蹴らないものがある。特

特許制度が生れて来るものである。 許法(第三條）は1飲食物叉は嗜好物．2留蕊叉は其の調

即ち法律は有瞳物の上に所有權を認めると同厳に、人間 合法、3化學方法に依り製造すべき物質、4秩序着は風俗一

の錆諏的所産である發狙の上に特許賎を設定して其の専用 を素り叉は術生を害する虞あるものは特許から除外してゐ

腿を認めたも:ので､斯る嬢利を費用新案腿､商漂權等と共 、る。即ち1，2は其の牲質上澗占導用に不適常であり、3
に工業所有擢と云ひ、法律用語と一じて著作龍等と共iご無鐙 は既存の自然現鞭の顯現に過ぎず、4の法律保護の目的と
財産濯と窮して、これを物擢類似のものとして法律上の保 ならないことは云う童でもなLも
護を加へてゐるもので、これを犯す者には制裁が科せられ 而て、特許の目的とならない物質についても、其の製錯

る（第七章一括孤丙は特許法参照章條を示す ）外、 方法ほ方法自燈として特許となり、其の製造裟置も其自彊
一般民事上の損害賠償の責任を負はされる。 ・ で叉特許となるもので’物質自魁が特許になるものを物の

世界文明各国は認て特許制度を有してゐるもので、我が 鳴許､無型の方法が特許となるものを方法の特許と籾するo

國に於ても明治四年の大政官布告專費略規則以来法令を整 （第三十五條）

術し、大正10年現行特許法を制定し其の後再三の改正を 叉發明の態様は猫莚の發明の外に改良叉は猫張に係る追

經て今日に至ってゐるもの℃,基本法としての特許法の賛 加の發明（第二條)､牽連發肌（第七條）等溌公である。

燈及び手綾規定を基礎として附濁法令としての特許法施行 この發明をなした者が特許を蕊けられる。即ち特許鰹の

法.特許法施行規則、特許登録令、同施行規則を準撤とじ 主鐙と駈り得るのである。この特許を罐ける潅利は國家に

一 一一對する請求鯉であるから一種の公擢である″とも見られるが

（筆昔）達林技官・林野臆特産課長 與へられる特許髄が一種の物賎と見倣される以上一つの經
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武一藤：林産物と特許
一

濟的利盆であるから、相識､遺贈、譲渡ができ、發明の本

人は勿論承繼人も特許を受けることができる（第十二條)o

~時許を受け得る者が一人の場合は問題ほないが､歎人ある

場合は共有關係を生じ（紫トー條第二十一條等〕､叉被使用

者等の發明の場合には被用者使用者間の關係の調整を要す

る（第十四條)o

それなら一度設定された特許雛の敷力は如何｡.駒の發明

については其の物を製作、使用、販寅、擬布する鰹利を、

方法の發明については其の方法を使用し其の方法で製作し

た物を使用、阪賓、猫布する擢利を鱸し得るもので（第

三卜五條例外第三十六朧)､其の擢利は特許原簿に登録され

たときに發生し（第三十四條例外灘四十三鱒以後原則と

して十五年間繼綴し（第蹄卜三條）これを保持するために

は其の間一定の特許料を納付する必要があり〈第六十五條）
叉膳許鵬者は特許に係る物には特許標記を附し蝉六十四

條)､一面其の發明を溌施する蕊務がある（第四十一條第四

十二條）ことも制度の本旨からして諒解される。

而て特許雛は物離に類するもので釣.これを時間的､場所

的､丙容的に制限をし又はしないで譲渡し(第四十四朧)、

質入することができ登録によって第三者に對抗する（第六

十一條)有臘物I鍬所有嬢の外に其の同一物に對して用益

物擢や貸借鯉の如き使用鯉があるように､ ､特許鯉には資施

擢と云うものがあり、杜曾經濟上霞要な作用をなすもので

あるが、これは特許擢者の許諾によって輿へられる（第四

十八條)外､営然に取得し得られ(第十四條第三十七條乃

至第四十條）時にはこれを請求し得る（第四十一條第四十

九條）ものであり、登録によって對抗力を生ずる（第五十

二條)o

以上のような特許賎及び其の蜜施随の性質､效力及び其

'の収扱等に關しては特許法規に可成詳細な規定がある（第

二章第三章等）外､其の他一般物鵬法に開する法規を類推

すれば了解できるから、極めて簡箪な概念の程度に止め詳

しく述ぺるととは差建へる。

2．林産物

林産物と云う概念は非常に砿く，其が植栽されたもので

‘あると自然のものであるとを間はず､山林（樹木の育成す

る土地其物を含む)又ほ樹木から収得せられる直接或ひは

,間接に人類の用に供せられるものは凡て林産物と云ひ得る

が、其が一定の目的の下に椛職採取されるときに賦會的

意義が多い。そして其等の樹木栽熔、塵吻探取に關する方

法又は用具も重要な特許の畿職となるものであるが、こ上

では採取せられたもの即ち主に林壷吻に閲して述ぺること

とし、それならば林産物とは如何なるものであるかと云へ

ぱ、

第一に果寶ほ其の採取の爲に特別に栽培される＆のが多

く、多くは園藝と群せられ寧ろ鍵産物の概念に入るもので

あるかも知れないが、物の種類により愛見方によって林産

物と見られる物と場合があって。朧重に瞳別する必要もな

からう。孝果.ホ|聴､桃､梨､栗､〃桃､柿､山葡萄、山

もも、團栗､銀杏等舞溌友のものが作られ叉は成って、其

のま上叉は防腐､醗酵其他の加工をして食用、時には薬用

となる他､･涛､椰子､鰍攪､独洞、はぜ､南京はぜの種子

ほ油脂の原料となる等用途は極めて康い。 ／

波葉も､職は木幹と同溌の用途の外に其の礎燃料粗朶
等に便はれ，葉は下草と共に堆肥の原斜となる。

樹皮も亦、肉桂皮の如き其の含有成分が香料、薬用とな

り、ゴノツク、アペマキの如きは其の特有の物理性が利用さ

れるものである。

叉樹木自臘でばなく、これに寄生し山林に發生する各種

菌類も無頑できない貴璽な林産物である。

然し何と云っても林産物として最も重要なものは木材で

ある。

先づ木材特有の材質の有つ物理性の利用であるが，土建

材料として不可訣なことは云う童でもなぐ、枕木、坑木．

電柱､･合仮、バルブ原料等其の利用範園は笹だ厳く、とれ

がためには製材、乾燥の操作が行はれ、又こｵL等の用途に

供するためには物理的加工の外に化學的加工が施されると

益友其の偶値が高あられる。即ち防腐、染色、艶出し，硬

質化､更には一度分解の上で可塑物の製造等各種の操作が

考へられる。 ．、

次に興味あるのは木材の有つｲ嘩的性質の利用である。

木材は總て繊維素等の高級髭水化物の外各自夫盈の特有成

分を有するもので、結局分解の果は酸素，水素、炭素､窒

素及び其の他の特有の元素となるものであるが、これ等の

組合せの千愛蔑化に無限に各種の有益な物質力鯉成され

る。木材の炭化、即ち炭騎ﾐよって木炭ができ燃料となり

木淡迩スにも利用されるが､筒ほ適営な装睡によって乾溜

する場合には木タール，木酸液力罐出され、これ等の化學

的成分は各種魔汎薩用途に供せられることは周知の事質で

あり、最近は叉木材の酸等の虚理による職化が雛に工業化

される傾向にあって、各種の多鋤類力轆適され更にアル

コール、酵母等が製造される。木材の繊維素を抽出してバ

ﾙプを作れば、これが紙人絹,スブの原料で;あることは
知らない人がない。

各種植物の特有成分の利用は叉蕊要であり、護換樹のゴ

ム、漆の漆、白檀の白樋油、楠の樟脳松の郷旨等其の他

木材或ひぱ果質からは油脂‘色素香味料又はアルカpイ

ド、タンニン其の他④藥料が産出される。

これによっても林産物に關する溌明の漉幽永極なく礎い

－＜､5〕－－
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ものであり、従fって特許の目的が無霊蔵に展開されてゐる

ことが到り、これ等の産物が、更にこれ等の産物から製豊

さ拠る物質が限なく存在ずるものであり、其等の物質自臘

が、叉其が物の特許の目的とならなくとも其の製遥方法及

び其の製造装置の發明が、總て特許の對孵となるものであ

る･例へぼ適営ではないかも知れないが卑近な例として言

へぼ、干柿の製造に於て、干柿自艘は特許の目的とはなら

ないが、其の乾燥其の他の魔理方法は方法特許となり、其

に用ひる装置は又物の特許となり得る。木炭は特許の目的
寺

とならないことは勿論であるが､炭焼の方法の新規な發明

は方法特許の目的となり、炭曉窯の發明は製鐙装麗として

物お特許の目的となり、更に木炭を使用する木炭瓦斯發生
器は叉特許の目的となり得る。

叉木蝋の製澄方法が特許となることは勿論､其の製品で
ある木蝋から作った績蝋燭も物の特許の目的となり、其の

製造方法は叉方法の特許の目的となり得るもの･雷誠に限り

のないものである，

最後に注目すべきことは最近産業擬興に必要な鋤題目
が發表され、其の中に林産に關するものとしては、繊維部

門に擬て繊准資源に乏しい我國としてスフ人絹バﾙプに閥
す識項が塞げられたことは営然のことであるが､殊に化
學工業部門に於てリグニンの利用が取上げられたことは注

目に値すべきことである。從來木材の化壊的利用に購って

木材の紗からぬパーセンテイジを占めるリゲニンは殆ど利

用されることなく大部分が畷案されてゐたものであるが、

Ci'Lが活用と云うことは資源確保の上から大いなる意蕊の

認められるもので、今後この方面の開拓に雀天な期待がか

けられてゐることは忘れられない。

第16類有機化合物
A

木蝋より園薬品を製造する方法(3116）
B鎖状化合物′ シ

葡萄類の果奮より酒石酸及ロツセル霊を製遥する方法“
74）

c同素軍頚状{e合物

樟脳より高オクタン質燃料を製濫する方法(2122）・
木蝋漂白法（3324）

D同素多環状化合物

微生物による酸化億膳の製法（654）
第17類固態燃料．氣鐙燃料

A固禮燃料

水淡製遥法（40）

蓮綴炭焼窯装置（497）
鋸屑を主原料とする固形溌料の製遥方法“99）
鋸屑類の蓮綴乾溜調b装置(2433）

B氣禮瀦斜

木淡瓦斯發生装置（狂6）
薪瓦斯發生域（1099)：
第18類鑛油液鎧燃料
.B鑛油の製鎧. ．

松根タール虚理法〈2592）
F液臘燃料

松艮重油類より内燃溌關用重油製造法（2131）
第19類油脂洗淨割 ’

、油脂、蝋、脂肪酸の加工

洗瀧測及獅敬類似物の製法(433)

第23類染料
B天然色素

葉緑素の抽出法（1700）
第24類顔料、塗料，塗装接着割

B塗料一般

、 松根乾溜油爾質分よりエズテルゴムの製造法(354）
Cペイント、ワニース、エナメル

塗料蝿豊法（2303）
，ラッカー

木材防虫塗料(3304）
Eその他の塗料

塗料製造法⑫305）

G漆、漆器

木材硬化法〔931〕

堅牢なる漆器の製造方法“25〕
J接着割

木材の接着法ダ21の
第25類護謨、可塑物

Bゴム乳液､原斜ゴ空再生ゴムゴム類似物．白嘩
及櫻の樹皮よりゴュ状物質を製遥する方法α39＄

Cゴ典の加硫老ｲ{妨止

高周波加熱による｡･ムの逵綾加硫法翁228）
E塗布．浸漬、接着による護謨製品の成形蜜酸ｲ鶴盤

談蕊製遥注

J繊維素系可塑物

粉吠可塑性物質製遥生（215）
Lその他の可塑物

植物性繊維共り塑謎物を製遥する方法（3128〕

3．､最近の出願蜜例

特許の種頗は其の發明の丙容に從って綴盈に定められる

が､特許局所定の分類に從うことが俊際取扱上便利であるo

從來は凡ての工業を機臓工業、化畢工業及び蹴氣工業の三

大別とし其を107類に分けてゐたが、昭和23年1月から全

部を通じて135類に分ける新しい分類法が採用されてゐ

る。然し其の中に一括して林産物と云う分類はできないか

ら､各其の發狙の性質に鵬じて右の分類の中に分散される。

この分類に従って凡ての手織が取扱はれるものであるか

ら、分類順に従って、最近の發明の傾向を見るために最近

のものとして昭和23年中に出願公告になった發明の中か

ら林産物に關係あるものを（除り巌絡な意味に解さずに）

必しも代表的なものとは云へないが脚､範圃に豆って若干

例を拾ってみる｡‘括弧丙は公報参照の便宜のために公告番

號を示す。

〃

帝
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M用途別による可塑物

木質繊維板の製造方法の改良(11iの
木造硲用基材製造法“29）
壁材類の製造方法(2445〕

第26類高分子重合物
D縮合的重合物

ノ松根タールより合成樹脂製造法（21螺）
B護謨その他の淡水ｲ”の誘導燈

謹謨誘導盤製造法(61)
．第28類木竹虚理

A_木竹類虚理一般

木板の乾燥方法（493〕

樹木中の樹脂の含有量及分泌量を増大せしむる方法α5
3の

E木竹材のｲ鐸的庭理
隣腐塗料製遥法(2144〕
防火魔理法α404〕

C木竹材の機械的庭理
高周波加熱用成型合板具〔67の

木片の湾曲法α70句

D木竹材の積層

厚み不同な草板から均一な厚みの合板を製造する方溌6
の

繊誰素誘導燈の薄板を接着帯として力勧ﾛ熱FFに合板を鯉
蓬する方法（6の
笥熱ペーヤ稜(L84D
E樹皮、菫､葉等の慮理

墜搾ゴルク、デスク製造方法G"

第29類マッチ、火薬

Bマソチ製造機

燃寸軸電熱乾燥装置“12）
第30類匿藥、毒薬
c藥割の取扱調製

シナの木より化粧品原料に供用し得ぺき鮎質液の製造法
（369）

グリセリン代用品製造法α113〕
F毒薬

農産物の殺虫割製造法〔218）

白樺油より殺虫割の製造法（3週の

第32類譜.殺粉、炭水化物
H雑穂類

繊維素物質棚上法.(22'〕
朱利用澱粉の糖化精製法（1412)

J澱粉、その他の炭水化物

殻斗科櫃物種實よりタンニン及澱粉を分剛擬取する方法
〔1714〕

第‘34類食料品、菅養測

B穀類、その代替物の加工、魔理
、團栗脆澁方法〔245句

D野茱、果資の加工、麗理

柿菓子の製造法〔1127〕
生果物虚理法〔275幻

j菓子、飲料
果賓の加工法(676）

K

、未利用資源を主臘とせる誉養甘味料の製造方法〔291の
第36類醗酵
B酵素

柿ブランデー製造法値09〕
第39類パルプ、紙
Aパルプ

純度高き人絹パルプ製造法（3139〕
溌材を利用するパルプの製法（2156〕
第虹類繊維の採取加工
A植物繊維の操坂

木蕊繊維細條の製造法(2472）
第43類紡績､撚成、糸條虚理
B繩、綱

蒲色經木モール製造裟置
第47類布、帛．綱
Bメリヤス

多量の力向ラック繊維を混用して紘地を製造する方法('7
35） 一

第48類=漂白、染色，布帛虚理‘
. D加工 、

・蝋を主濫とする繊維柔軟剤“66〕
第75.類木材切削
A切削一般

木綿製造磯②79〕

B単一切削

日木手挽鋸の製造法（11の
立木伐採裟遼（558〕
～C多工作

木工割物用穿孑職（113）
第84類辮白潜水

. C識日の鱗装
帆柱α008）

第86類構築一般 ．
、練状燈，板吠魁の接合による椛遥

木造建築物〔12の

第90類嬢房、冷房、換氣、灘度溌整

c局部式媛房‘
無煙焚薪櫻遮､(126）
自家製淡蝋(2661)
第130類喫煙用具

Aきせる、パイプ類
スモーク器イブの塵理法（1800〕

等で右の中に林産物とは云ひ難いようなものもあるが，

關連する面は更に鹿<、如何に發明の分野が臓汎であるか

力割る。そして全部を通じてみて第28類のDの合板、ベ

ニヤに關するもの、第25類の班の可塑物に開するものが

目立って多く、次に溌物利用としての鋸屑の利用に關する

もの、食料品に開するものも相懲に多い。叉松根油に關す

るもの、未利用費源に開するものの少くないのは注目に値

する。

、

～

〃

、4．特許の手績

G

以上のような發明をなした者が、特許を受けるには一定

)一－（7
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の法定の手織を經なければならない。

先づ嘉一に發明が完成したならば願書､明細書､圖面等

の一定の嫌式の書面を以て特許局に出願するC滕許法施行

規則第一藤第四際〕･最先出願者特許主義(第八條)､審査特
許主義〔第七十條〕を探ってゐるから、出願は速かに且つ

完全なものであることが必要である。出願書類の作成は其

の書式、記載方法等技術的に相営六ケ敷いから充分に注意

を要し、發明者自身で作ることが不適雷なら出願手績を代

理人によって行うことができるが、代理を誉業とすること

は嬬理士に限られてゐる。

出願書類が提出されると特許局では先づ其の方式につい

て調査をなし、雀だし<逮式で審査できないものは差戻し

輕徴の遠式は補正せしめた上で霧査官の審査に附すろ。そ
、

して受理の時に番銃を附して、これが出願噸削の基準とな

るから、差戻され上ぼ其だけ日時が遅れることになって重

大な不利鐙ｾﾆなること.があるから、最初から書類を完備せ・

しめなければならない。
◆

適式な出願書類は發明の丙容に従つ筵前述の所定の分類

により各係の審査官に配布され瀞査されることになり、記

載内容の不備のものは補正させた後に丙容の審査に入り、

其心内容が特許に営らないと判定され上ぼ出願担絶の通知

が霊せられq,其に對しては意見雷提出の機曾が輿へられる

蟻七十二條）が、意見書の提出がなく叉は篇っても其の

主張が採用できないときは担絶の査定がなされる。

出願拒絶の理由がないときは出願公皆の決定をなし、出

願の要旨が工業所有鯉公報に掲載され．同時に出願書類を

公衆の閲磁に供し嘩七卜三條).何人もこれに對して特許

異議の申立ができ疎七十四條)､廃立のあったときに出願

者が其を否認する場合は答瀞雷邨提脳され、これを猿討の

上で特許異譲の決定がなきれ(第七-1歪條).それと同時に
丙容を審査して、出願を特許すぺきときは特許査定、すべ

~

からざるときは抵脳査定がなされる｡ ，

特許の査定があったら特許料を納付し登鎌する〔第三章）

以土が出願手綴の単純な態溌であるが､更に一層脾重な

審理を要するとき、利害關係人間に紛箏を生じたときは一
ノ

定の場合に限り密測を舗求ずることができる(第八十四膝〕

即ち窪施擢の取得(第四十九條)訂正叉は分割許可“五

十三條特許又ほ許可の無効特許擢範園の確認（第八十

四條）其の他審判の参加､霧測官の忌避除斥に關する場

合であり、其の審判を請求し得る者は各場合について自ら

定まってゐる。

審判を請求する者は一定事項を記載した審判請求書を差

出す（第八千六噸と、審判官三名からなる合議鐙の霧判

に附され（第八十九際）其の手綾は民事訴訟の審理手績に

似てゐるが、こ坐では職鯉主義が採られ嘩百際〕､叉原則

一（

として口頭涛論主義は無效の審判にのみ行はれ其の他の審

判は書面審理によって行はれる蝉九十七際)｡本案の絡局

的判籔は審決による〔第百五陳)。

而て査定叉は審決に不服のある者は抗告審判を請求し得

る（第百九條)｡其の手縦は初審判の其を準用する（第百十

條)o民事訴訟法の控訴審に相営するものである。

筒ほ抗告審判の審決に不服のあるときは、審決の法令違

反を理由とする場合に限って東京高等裁判所に出訴するこ

とができる（第百十五條）民事訴訟の上告に外ならい､。

外に再審の制度があること（第六章）も民事訴訟と同襟

であり、又別に補償金に不服ある場合には民事訴訟を提起

することができる（第百十六條)。

斯のように特許手綴に於ける過誤を救濟し紛争を解失し

正鴬な權利を保護するために完備した制度が設けられ、各

種の虚分が行はれるものでかるから、發明者及び特許瀧者

實施潅者は自己の瀧利を獅謹するためには．これをよく理解

し充分に活用することに留意すべきである。

更に發調を奨勵助長する施設として､鳴許局に陳列館が
設けてあって無料で特許品の観職､公報，明細響共他の圃

書の閨覧の便に供してめる。叉解放研究施設として試験場

の利用を許して居り駿明賓施化試駁鍵補助の制度があり、
これ等の利用を霜望し叉は其の他發明、特許に關して質疑

のある者は特許局奨勵課内の發明相談所に行って相談寸汁し

ばよく、外に發明協會、癖理士會に於ても特許に關する相

談に應じてゐる。

發明は以上のような特許制度によって厚く保謹奨勵され

てゐるものであるから、發明家たる者は人類就曾の爲將又

自己一身の爲にも盛んに有益な發明を生み出されることを

切望する。 ~ （絵〕 ．
〃
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北海道南部の造林不成績に就て
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1

井上 義則
‐

一

樹を主とする用材林保存政策の影響もあり外來樹種が盛ん

に植栽される綴になった。その主なるものは、ヒバ､スギ、

カラマツ、ヒノキ、アカマツ、クロマツ、オゥシユウトウ

上、アカシヤ等であるが、アカマツ、ヒノキ、〃戸マツ等

は氣候因子にめく、まれず、不成功に経ったものが多く、ア

カシヤは山地に於て憾立地關係で失敗したつ而し乍ら営代

の鐙林方法は､小面積で地諒は、全刈火入饒却を行ったも

のが多く、その後の保育も周到に行は虹所謂畑式避林が行

はれた爲め、生物害及び、保育、植付鰯係不良に依る不成

犠地は妙く、氣候及び土壌を含む立地條件に適せざるもの

を除いては、成功してゐるものが多い。就中、スギは邇南

地方でも暖い地域で成功し、カラマツは､全這で比較的め

<'霞れない立地に植栽されたにも不拘、一應成功をおさめ

てゐる。爾來、スギ、カラマツは管内に於ける有用な趣ホ

樹種として今日に及んでゐる事は､この時代の大きな收瀧
と云ふぺきであらう。

b)大正時代；

大正年代は大正7年トドマツ養苗の成功に至るまでは、

明治時代ら延長とも云ふぺきもので、この時代は､一職明

治時代の經鹸により失敗した、ヒノキ、アカマツ、久ロマ

ツを除き、アカシヤは、未だ失敗までに至らず、オウシユ

ウトウビも30年頃迄は良好であった爲め、之等もスギ、

カラマツと共に盛んに造林されていった。一方末紫に至り

郷士樹種トドマツの植栽も漸く盛んになり、造林事業も軌

這に乘つた感ｶﾐある｡1
営代の造林方式は立地關係を除1"3てば、明治年代に準じ

て丁寧に行はれた爲ら､比較的良く活着したが､カラマツ、
ス･苧の塗林地が多くなるにつれ、野鼠被害が目立つ厳にな

り､他方この頃より漸く､先代に漉蔑された織樹"失敗
が現はれて來た°

の昭和時代；

営代は郷土樹種トドマツを主とし､進'ﾐ、スギ，カラマ

ツ、ヤテダモ等が植栽され.叢林樹種も漸く安定し､他方

進林技術の進歩も目覺しく造林事業はいよいよ盛んになっ

た。而し乍ら営代の造林方法は施業面稜の擴大につれ漸次

粗放にながれがちとなり、特に昭和16年以降は戦争の影

響をうけ大面積に多くの叢林がなされたにもかふはらず、
撫育減行ほれず､そのため多くの不成績地を出した｡更に
鉦末期から植栽されたトドマツは良く活蒲したが､天然
更新の補助鐙林的に樹下穂栽されたものは後日、上木の被

這南地方は晦道では早く拓けた地方色、植林の歴史も

古い。例へぱ､安政2年南部蒲が植栽した室蘭市篤部陣屋

跡地の推定年齢90年のスギ林、叉は明治2年頃カルトナ

ーが植栽した蝿田郡七飯村鳴川のブナ林等古い邊林地が現

存してゐる。然し記録に依ると此の様な古い造林地は極め

て妙く、國有林として計鐙的に造林に蒲手したのは明治29

年松前郡大澤村にカラマツ8個植栽したのが噴矢である。

（間大澤村地方は後に地方殻に移談されたので、現在固有

林としては､明治84年桧山郡上の國村棚II國有林にｽギ

ヒノキを0．99順植栽したのが最も古い造榊也となってゐ

Zd)

而してその造林面積は、明治末期はヒバヌカラマツ等内

地産を主とする年zF均30順位であり、大正年代は､スギ、

カラマツ等を主とする年平均137個で、昭和年代は郷土樹

種トドマツ及びスギ、カラマツ等540贈位で．年女植栽さ

れていったが、昭和14年度以降は、戦争に依為濫伐の影

響をうけ新植事業の一大拙張政”;とられたので、鐙林面

積は念に増加し從來の2倍除1,340隅位年盈植栽されるに

至った。然るに維戦前後は急激に城少し、最近は再び造林

の必要性が狸調され上昇の傾向にある。

以上の嫌な鍵遷を辿って昭和23年度末の函館瞥林局管

内に於ける國有林の塗林面職は14,000傾を擁するに至っ

たが、その成綴は漣とで必ずしもすべてが芳しいとは言へ

ない。即ち各種の原因で枯損したり、或は成長極めて不良

で、將來成林の見込のない不成綴鎧林地も妙<なく、全遥

林地の17％即ち2.400隅に及んでゐる。そこで今回造林

地現況調査をなしたのを磯會に、その概況を坂纏めた次第
であるが、次下その結果について少しく述べる。

1）造林年代と不成績

遙林事業は技術の進歩に依り、必ずしも進歩するとは云

へない。それは造林事業は經濟的縢件に依り左右されあ事

が多いからである。従って迩林の方針叉は方法は、年代に

依って種2<の綴態を呈してゐるっ今年代毎の挫林事業の大

要を示し、併せて之が成否より、鎚林不成縦の一端をうか

がひたい◎

a)明治時代i

明治時代は造林のようらん時代で．明治’0年頃の針葉

(筆着）農林技官･函館徴林局造林課長

一（9）－



●

井上：北海道南部の造林不成績に就て

塵を受けて大部分不成綬池と化した。

2）不成続の原因

一應年代を遥って､不成斌の概要を見たが更に之を原
因別に見ると、造林技術指導の誤り及び保育不資行に依る

ものが最も多く、62％に達し、生物被害に依るものが19％

で之に次ぎ、以下気象の害15％土壌不適8.3％其の他の

順となってみる。以下之等について少しく述べてみたい。

の技術指導不鮒汲保育不渡行

造林地の不成績は、その技術上の鋏階及保育不蜜行に依

るものが、想像以上に多く、前述の如く62％に及ぶが、

更にその内容をみると次の如.く･で、下刈の不溌行､上木被

睡､楯付不良に依るものが目立ってゐる。

先にものぺた橡に造林技術は日を追って進歩はしてゐる

が事業面に於ては兎角經濟關係に支配され、仲盈思ふ濠に

資行されない。而し鐙林事業は一旦指導叉は方法を誤れば

不測の損失を招くものであるから、指導費行は周到}こ行は
なくてはならない。

､依る不成祷”翻られる。從って造林事業に.あっては蘭撫

育の見通がつかなくなる程無暗に遥林地を扱張したり、又

手入困難な虚に造林を無計謹に行ふ事は避けるがよから

う。

筒植付不良に依る不成癖也も目立ってゐるが、之はヒバ

の挿木の失敗が多く、之に次いでは戦時中無理と思はれる

程の大面積に造林をなした緩果で､之等を更に詳しくみる

と、挿木技術の貧困もあらうが、苗木不良、植付の粗略、

及び植付時期の不適に依るものと見られる。この雛に就い

ては、健苗の養成、堀取、梱包､輸詮、移植に充分注意す

ると共に、植付には監覗を怠らない襟こし．椴篭者の寅任

遥制を確立しなければならない。

b)生物被害

生物被害は．前項に次いで大きな原因である。今之をみ

ると､野鼠被害及び愚害を緋せて9‘2％に相鴬し全遥林
地の3.2％に相雷する。生物被害の中大部分な占めてゐる

野鼠の被害は､･スギ、カラマツ、オウシュトウヒを主とし

一部トドマツにまで及んで居遙。就中、カラマツ、オウシ
も の

ユウトウヒに就ては不成績の竿敷以上、叉スギに就ても半

数に近い面積が野鼠に依るものである事をみる時、之が防

除對策ほ今後に蕊された鐙林上の大きな問題であらうと恩

は泡る。従来之については、チブス菌、ストリキニーネ、

亜砒酸の團子等色凌使用されたが、使用方法．薬剤そのも

の上敷果､叉は資材等の鮎で恩ふ溌な成果を得でゐない。

現在は涙酸バリウム團子を用ゐてゐるが之も滿足すべき結

果をおさめてゐない。

愚害織蕊尉こ比すれば少いが、等閑覗出來なく､･今年度

も當管丙で發生を承被害地を現出してある。主なるものに

は‘ブランゴケムシがあげられるが．その被害ほ成長を阻

害する程度の輕徴なもので大して心配はないが、オウスヂ

コガネほ]､ドマツ、カラマツ．其の他針葉樹全般にわたり

殆んど食害し、その被害は激甚羅當管内窯部經誉腫､鱒岸

國有林の1､ドマツ、エゾマツ、トウヒ混溺の幼齢林は、樹

梢が潅木層より、ぬき出るに及び食害され牟柚死の状態と

なり將來の成林は、あやぶまれる程で、輕覗出来ないもの

がある。叉7，Fマツ、エゾマツ等の甥蝋に就ても同傾向を
｡

認め放置出來ないものがある。

の氣象の害

管内の氣候は濾井氏に依れば、氣候瞳Cで、札幌、旭川

方面に比較すれば、比較的温暖である。例へぱ1年中の氷

識下の期間が札幌方面定は4ケ月であるが欝曹丙は3宏月

であり､叉降浦期間も短かい｡従って釧路.根室金方の如
準害､凍害は殆んど認めないが､渡島半島南部に於ける
〆ギ林は成育限界にあるので若干の被害をうけ､叉倶知安

を中心とする多雪地方に於ては、＝ゾマツ、トドマツ、オ

7面符一一不良｜計辮不
木
藤
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被
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全被害地に對する％
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扱て営管丙に於ける上木被瞳に依る不成演地は過去に於

ける指導方針の誤りに依るものであると老へられる。即ち

鐵蛎道國有林及御料幣共､エゾマツ、トドマツの天然林
の作業種は澤伐作業力建であったので､天然林の伐採跡地

で更新不良地は將來法遥澤剛型に誘導する計蚕で天然更
新補助造林と秘して、エゾマツ、トドマツを上木が相當残

存する小面積の疎開箇所にまで盛んに植横した。而も、ト

ドマツは陽光度50乃至70％鐡鐺で樹下ﾎ識の方が活
着良好であるといふ撰術指導も手傳って伐採前植栽まで進

展して、樹下植栽が普遍化したのである。而して植栽木が

成長するにつれて、上禾は不要となり、果ては植裁木の成
育上有害になっても搬出及び數鼠等の關係で利用する事が

びづかしぐ、そのま上放澄された結果植栽木は被睡さ卿、

稽死に至るもの、叉は極めて不良な形質の樹となり、成林

の見込のないものとなったものが多い。植栽木は天然木と

異り一端被睡をうけると上木を除去しても成長を再開せず

柚死するものが多いと云はれる｡從って斯かる樹下埴栽又
は天然林の補助澄休は經誉の集約度に照し、撫育の見通し

がつかない限りは植栽しない方がよろしいと老へられる。

次に下刈については、征、潅木の多い常地方では、普邇

は少くとも植栽後6年間度行を要するとされてゐるが、醗

箏中は造林慶也が激職したにも拘らず、撫育が伴はなかった
｡

ために戦時中植栽された鑑林地に相當多量に下刈不蛮行に

－（ユ0〕－
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ウシユウトウヒに多少の雲折の害が認められるが、之は被

害程度から考察して大した心配は要らない灘に思ふ･

適､植付不良､下刈不溌行.風害である。エゾマヅは幼時

繊弱篭ご諸害に謝する抵抗も弱く、且つ麓根性であるから、

少くとも表土の良く發達した膨軟な箇所でなければ幼時の

成長がおくれ、それに伴ってエゾマツカサアブラ其の他各

種被害をうける結果となる故、この黙に注意する割勅§肝要

であると共に、植付を丁寧にし、撫育を怠らず、連かに成

林に至らしむる笥勅洗決である。

尚、風価の温い虚は避けたがよい。

（2）ヒバ
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全被害地に對
する％

全遥林等に對
する％

、

唯、半島の西側即ち日本海岸は、冬季“噸風の影響で

_E長成長が阻害され､不成績地を少なからず現出し､全被

害地の“％に達してゐる｡之については前生樹林を防風
籍として残置することに依り被害を輕減する外ないであら

一 う。

d)土壌

管丙は奥地Iで比じ一般に氣侯温和で､林相はブナを主と
する廣葉尉林であるから、寒搭林に多く見られる土壌の次

白土化成は、伐採跡池の癖也化など更新阻害の原因をなす

ものが少いから立地不適営な篇め受ける不成績地は少いが

地質系統は第三系のものが多くその上部が安山岩で蔽はれ
◆

てゐるので土壌は粘土質に富み比較的漢ぐ､樹木の成長二'二

必ずしもめく・雷れてゐるとは云へない。一例を云ふと涛都

經誉鹿西〃澤國有林はA暦が6糎丙外でその下層は植土で

あるから理學性にはめぐまれず、根系の發育不良で、トド

マツは20年生宅も2乃至3米位にすぎず､叉第三系の極

めて新しい土地では岩内經管湿發足國有林がそれで、石礫

多く23年生トドマツで樹高1米位の箇所もある様なわけ

で、遥休にあたっては土壌の關係を充分考察して行はなく

てはならない｡筒土壌可誼地に依る不成績地は全被害地の

F.8%を占めてゐるo

3）樹種と被害

以上申し述べて來た事に依って、當管丙に於ける不成演

、 の原因は大證到るのであるが．最後に樹種別の被害状況を

つけ加へてみたい｡樹種別の不成繊地をみると針葉帥詮

造林地に對し16％､康葉樹が37％で演韮樹の不成績が目

立つてゐ詮針葬鬮では、夫＆の遥林面積に對しエゾマツ

が85％で最も多く、ヒパ42.5％、ドウヒ其の他が29.8％

アカマツ29.3％、スギ23篦1％、カラマツ15.8％、トドマツ

10al%の順である｡以下不成緩捧の多則‘､順に少しくその丙

容をのぞく事とする。

＜1〕エゾマツ

兵の他|計

~扇｢面|蕊‘|“|"，’不成績地
の丙容

3．0 1 0．2

一一一一一一一弓 一一一一一一

ヒバは鐙林地のと“丘く不成績地と化してゐる。之は一

見ヒバの造制功堪だ困難な事の灘に思はれ易いが,必ずし

もそうではない橡に患ふ。今その原因をみると、上木被睡

及び、植付不良が大部分であり、之は從來ヒバは最も挿木

が容易であるといふ事より、殆んど挿木鐙林を行った事と

その性質力畷も日蔭に耐えろといふ事より樹下植栽とした

結果に依るものである｡劾論この結果より直ちに荊鎧林
及び髄下植栽を否定するものではないが.挿永捲林に雷つ

ては植樹塗林以上に周到な注意を挑ふと共に､立地條件の

良好なる虚を選定する割勘§肝要であり、叉、樹下植栽に就

ては植栽木が被害をうける前に上木を除いてやる普聯沫切

で、この黙を完全に行ったら現在の如く多くの失敗地を見

なかったであろうと老へられる。尚植樹造林をする時は、

更に成林が容易になるものと老へられる。唯、この木は幼

時の成長がおそい篤め、手入を怠ってはいけない。

（3）オウシユウトウ上、其の他

一
計
皿
一

一
調
Ｉ
調

木
害
β

一
上
被
７

鯛
１
判

鼠
１７

耐
鰹
置
２

綴
す

輌
函
％

全
地
る
－－＝ 呈壼云一－－－ーー

トウヒ及び、外國麗種は一般に良好な成繊を納めてゐな

い。外界に對する抵抗が弱く諸函被害を受け易い。上述の

如く不成綴の原因ほ全般的にわたり、就中､生物被篝及び

立地關係、下刈不蛮行が多い。

トウヒに就ては初期の成長は他に比し、あまりおとらな・

いが、中齢になって成長が念に鈍り、概して造林適木とは

云ひ難い。

（4）アカマツ

アカマツ"は氣候的に成育限界を越えてゐるので、餘程講

候條件のめく・護れてゐる虚でなければ成林の見錘はない様

で成林しても樹幹鱒曲し燦4形のものが殆んどである。元

來この樹は丙地でば到る虚によく育ち、荒賎地にも良く成エゾマツ不成績原因の主なるものは上表の如く、土壌不

-(11)-
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1

井上；北海道南部の造林不成績に就て

青するとされて居るが．當地方の如くその成育限界迄來る 失敗する事が多く、この黙は特に注意を要する。叉風害が

と、矢張り風衝の弱い土壌の良好な虚でなくては成育しな 多L,、之はカラマツは元来深根性樹種で中齢以降腰なつ

く、又、良好な材を得んとすれば密植し手入を周到に行ふ て強大な側根がよく發達する木であるから、土壌の浅い虚

等営地方に於ては造林適木とは云ひがたい。特に一般に土 に於ては中齢迄に風害をうけ易い。叉他の針葉樹とことな

壌の麓い管丙ではその感が過い。 h、落葉し冬季に眼風にあへぼ樹補が損傷され易いから、

（5）スギ －亀風御也は悪げた方がよろしい｡野鼠に就てはスギと共に新

’
際癖匿 勇
ニーーーーーー一一一.H■『や里デー－－

癖
す

不
磯
遜

全
地
ろ

スギは這南地方に於ては．ガラマツと共に最も成功した

外來樹種である。元來スギは､各種立地際件に對する要求

度力塙いと云はれてゐるにも拘らず當地方に於て比較的不

成緯也の紗いのは、スギは本道としても古い歴史を持ち、

その継臓より.して、立地條件の良好なる厳に多く植栽され

た事に依ると恩はれる･従って植付莎良､土壌條件等の被
害が少く、氣象關係も一部め〈・まれない虚に凍結をみたに

すぎず、失敗の大部分は、下刈不蜜行及び、野鼠被害に依

るものである。従ってスギに就てぼ従来にもまして、土躍

状態の良好な虚に植栽し、撫育を怠らないならば成功する
■

と見てまからうO -

（6）釣ラマツ

トドマツは、最も不成績力沙く、各種被害､及び立地條

件に弧い｡管内に於けぉこの樹の不成縦細をみると上表

の如く、下刈不渡行､植付恭鳥上木被睡が大部分を占め

てゐる。従って造林方法に蔑全を期し撫育を怠らないなら

大磯成功するものと見てよからう｡営管内では､樹下植栽
流行時代及び戦時中の植付粗略､下刈不疫行のものが失敗

し、他は大燈良好な成長を示してゐる。

（8）ヤチ〆モ

下刈､手入不足、立地不適営、野鼠被害が不良の原因と

なってゐるが、ヤチ〆モは樹幹通直で萠芽性もあり、極端

な重職地．泥炭地以外は成長も悪くなく、造林樹種として

は概して遥當であらう。

（9）〃.リ、其の他鹿葉樹

不成績の主なる原因には野鼠被害､土壌不適､風害､下

刈不足があげられる。何れも土地を吟味しなければならな

い.一般に雷管内に植栽された籏葉間は剛直め結果不正形
になり、太い枝を出し、用材としては不適噛なものが』ﾘｰぺ

て堂あるから、その仕立て方に就いても念入に行はなくて

は成功の望みが薄い。

|耀障鯉|織霞|灘不|士箆痛の|計
"|25.0113.017.71 6.7 16.112.61100

＝_---_----‐ ｰ__

至示颪績
地に對す
る％

Q

前述の如くカラマツは全這的に最も成功した外來樹種で

ある。往時は比較的立地のめぐまれない箇所に植栽された

にも拘らず不成績地が少い。不成績原因の主なるものは、

野鼠害、風害､植付不良である。カラマツは早春より樹液

の流動を開始し、出芽も早いので、植栽は螺､を失すると

１
１

林業家の象徴
C

本會のバッチい…"-＝-……
林業家の間に大分行き渡bましナZ

全國何庭へ行って‘林似--畑胸につけて居､
のをよく見受-ける様になウましだ､－林業家の象徴です℃

特に銀製の‘小型のものは一層スマートで好評です

圓糠協
並製〔銀タツキ）］個50圓､(〒10図）

特製（純銀） 1個150圓(〒本曾負掘）
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富士川流域山梨畷下落居村地内の
≠

地 逵これい對策屯

や
）
た

－特に土地保全對策一 伊藤譽榮

呼
e 終

い

目 次

まえがき ．

I富士川流域職二の概況

Ⅱ落居村地丙地莚の｝伏況

． Ⅲ落居村地内地莚の撞討

1．地蓮の原因

2.地蓮の力學的聯析

Ⅳ對錐時に土地保全對策一
1．懸念的對策

2：恒久的對策

まへがき

本稿は昭和24年11月6日富士川流域山梨縣西八代郡

落居村地内に發生した地能二の調査報告であゐ。山梨縣聴で

は東京大學小林貞一教授の勧奨に基き主として自然科學を

中心とする賓料室を縣に設置することになりこれに保存す

ることを鮫ね譲者に太測岐二の調査を命ぜられたので現地測

量をなし駁纏めたものであって出來得る限り既Iご發表せら

れた諾先輩の理論と質験を基として公正を期した積りであ

るが事務に追はれつ上浅巽慢才である筆者の狭い観察と推

断によった部分もあるので資料の探り方、頭纏め方等につ

いて過誤なきを保し難いので藻め御籔りして置く。

地迄の一記録として何等かの参考になれば幸いである。

なお調査収纏めに際し種為御指導と御便宜を賜った山梨縣

林務部長梶木治郎氏、同治山課長渡邊進氏､現地調査に御

識力を願った縣技師繰登孝英氏に謝意を表予る。

I富士川流域地違の概況・

往時より富士川沿岸山梨縣南互摩，西八代雨郡下に歩l畦

の多かったことはその地形岡を一露すれば明瞭である。其

丙規模の大きいものの一つに四尾連湖附近の･ものがある。

この地域は第三紀後半の海底火山噴出勘の堆積して生じた

御坂屑がち成る地域で山梁部は硬L集塊岩から成り走向は
北東を指し山梁と一致するo(*間博士による）

唖…苧握…画奄奄恥罷竪蝦…

P

下落村地内地蓮全貌“､11.8）

耕地丙の蝿裂（24.11.8）ダ
巳

此の中に厚く黒い頁岩の軟い地層を挾み此の頁岩が周函・

1km除に達する匹1尾連湖の成因を爲したのである。即ち集

塊岩の間にある頁岩の面に沿ってそれより上の山禮力浦東

に造り出し頂上の凹地に水が湛えられて湖となった‘ので

ある。

最近になって富士川沿岸第三紀屑丙の地蓮運動が活溌と

なり南亘摩郡下五開、西島、鋼11,原、下山、身延,豊岡、

睦合各町村西八代郡下右左口、市川大門、大同、山保、落

属岩間，葛龍澤_久那土､,富里､共和各町村地丙で頻發

を綴けている。本地蓮地域一帯は風化土暦をもって掩はれ(筆者）山梨縣林務部治山課

一<14〉－



伊藤：＝地だとどれが對策

てゐるがその丙部噸は水成岩であって多量の粘土を含有 （イ）池診が地i二の發生の多い壯年期にあること。
奇る頁岩､又ぱ泥驚磯である。晴青識色を呈し一旦地表に （ロ）地層が摺曲の多い第三紀屑であって岩磁が多量の粕

出れば風化し易く叉脆くその風化土砂は水を多量に含んで 土を含有する頁岩叉は泥質岩であること。

いる。 鰻 （ハ）地§二地域の山脚部が河水に侵蝕されつ上あること。

本地域附近は地形側でも明らかなように起伏常なき丘陵 地薄|蝿の山脚部が河水に洗はれて削り収られつ上ある
が發達し低地の水田地籍を除き全村に豆つ潅殆んど地;ご地 ことは職二に其例が雀だ多く.是は地盤が軟弱である爲河氷
幣であって耕地狭盗の爲急斜地の開墾が多く地史二運動に迫 による侵蝕が早く進みこの侵蝕の進むに従い谷は漸次溌<
車をかけてゐる箇所が多いのは遺憾である。 なり其爲に上郡臺地の地下水位が低下し降雨､地表水の地

下への鯵透が良くなる。斯くして地下岩石の深層風化が進
、西八代郡落居村地内地迂の舩況 むと上部地塊が安定が悪くなり力の釣合を失し蓮に地廷を

］・發生箇所 惹起するのである。

省線身延線落居鮮留所の憩上1,800m （＝）傾斜が急峻であること。

西八代郡落居村大学落居学寓定3,56増畑外4\83ar b.誘導的原因
2．發生日時及經過 （イ）降雨

昭和20年9月の豪雨後小蝿裂が發生し其後小康を保つ 地;三の護生した落居村地丙に於ける観測値はないが同地

ていたが昭和24年9月22日の豪雨後噸二地域丙中央道 西北5kmの鰄澤町地内の観測値はり罐1の邇であって例
路附近に小懇裂が發生10月27日の降雨により約30cmの、 年に比し10月の雨量が多く特に]0月27日108m皿の
率直鐙異力認めら拠警跡のところ目曝者の談によれば皿 降雨を観測している。これ等の降雨が謬透して粘土層に達
月6日午前7時80分頃から約5分間に上方桑畑を滑落面 し粘土が吸水した爲に著しく抗剪湿度を減少し粘土暦をi二
として北方に一大腎響と共に罰ご動し?k蒸氣を.上昇､滑落面 面として今回の轆二を惹起したものと思はれる。
で1，m沈下し下方水田約0.311aを埋没50分間径度で一 地下水の流速は筆者寡聞にして地迂地での鐡測値は聞か

態大きな動きは落付いたきうである｡ ないが世界各地での資測によるも1日1m以下の場合が多

水田上の隆起高は最大10mであって25mの逼間に亘り ， 〈砂質土製でも1日5mを超えることは稀のようである。
溪流を塞ぎその馬水田上に深さ3m面穣0.05haの水溜を 特に粘土斑土壌では遅いので本地方としてば深さの比較的

深い本地迄が降雨後相常期間を經て發生しているのもこの生じた。

3．地うこ地の面職及地種 爲であると思はれる。

普通畑0.511a桑畑0.6ha水田0.3IMI山林其他1'.211a （ロ）粘土性の土壌が滑動1－る前には收縮割目が雲生する

計2L6ha のである力難繼二では收縮割目の發生箇所がその發生に好

4､地莚による被害 ． 都合の耕地であった。
地蓮地内には家感篤他文化施設がなく被害畑地も秋作物 〔ﾊ)氣腿及氣源

の收礎を完了し麥沸きに移行の時期であ一言症ので直接の被 1日中の氣睡D塗化の最も大きい朝夕に地莚が多いと中
害は上記のように頗る輕徴であったが地貴二地下流には省線 村慶三郎氏は述べられている力捧多博士はこの説を否定し

労延線落居．岩間雨停留所，村役場､小學校等があり岩間、 て朝夕に多いのは氣温の遡上によると述ぺらI'しでいる。何

落居雨硫こ亘り關係家屋610戸水田17h|乳畑57.],a斡線道 れにしても力の均衡を失して将に動かんとする地f二地では
路4km用水路40.km橋梁21があり噸二により溌流を閉 頚蕊の鍵化による僅かな力の差によって地莚を誘發するも
ましﾉている爲と下流河川施設の過去の災害復蕾が未完成で のである。

ある爲に關係住民は豪雨時の災害發生を非常に倶れている 2．地蓮の力學的解折

現状である。 地蓮前の地形について総に#鵬安定の釣合が破れ土が崩
壊して地蓮を起さんとする状態について脈折することが本

111落居村地内地i二の嶮討 ・
地鼠二の説明には好郡合であるが．今后の對鑛を樹てる上に

山梨池學會'2《長石塚末吉氏は本地蓮の根本原因ば地下深職であるので現地形について行うこととし魑裂､滑落面、
暦に於ける地塊迩助にあると云ばれている力嘩者は地表に 盛上り等地鼠二の動きを現地について調査の結果主たる地蓮

現れた諸現象を對照して次の綴に考察した1 方向と想定せられるA－Aﾉ断面について力學的の解折を

1．地蓮の原因 試みたo(附閥1－2参照）

a・素質的原因 解折の方法として一般的に本地の如き地蓮に多く用いら

の

（15）一



伊藤：地迂．とこれPが〃對策

凝嘉力0.1kglcm図で僅に釣合を保っている。

次にO垂中心としR=115mゐ河に對してば
9 9

EN=10,006.tongT=2470ton
ユ 1

L=226.apl tane≠0.224
．．． 0≠I2o56ノ

03を中心としR='0Wmの阿に對しては9

2N=12,928.ton雪哩=29395ton
I 1

．．． 0≠11048ノ

. L=242&3mtan0=0.209

上記の假定の下に骨I算の結果から推定出來る

ことは此の封嵯は剪噺湿度が少=160～130

0=0.1kgYcm2程度の聯溺な土質が主として不

透水屑への地下水の膠錘により撰抗を弱めO2

を中心とするたり面より糟下方中心淫さ45～

46m|附近の§二面に治つ莚動き易いことを示して

いる｡腱って深度が深い篇に普邇地主:防止工事

として施行せられる移動士砂除去工法とが蓮面
〆

暗渠排水工法が資際問題として探れないことを
の

れるK・Terzaghi氏の方法によった，即ち添付風2に示

すように地蓮の始維職を通る竿僅105m《中央深35m)

115m(中央深"m)130m(中央深55m)の弧を鐙き土塊を

9ケの部分に分け各部分の重量Wを貴二面に垂直な分力N.

と切線方向の分力皿とに分解し阿濤面の中心o熟に

ついての力奉をとった』

も示している。

IV對策－特に土地保全對策一

安職博士は理論と演戯の結果から地莚防止策の根本方針

附圃二地之解析圃
農 兵

a

滑動を起す廻藝力奉班は

班＝醒囮

であってこれに抵抗3－る力率は凝集力による班Cと摩

擦力こよる班ゴであるo

Mj=BclJ ･ 但、Lは弧の長さ

弧ゴ=RtanO"N但、Eは地造面の半座

故に安定の條件式として

雪T≧a,+t2meZN

であるから限界條件をとれぽ

tanO=-型二型二
男N

であるのでCが一定であるとき罐大の図の値を輿える

職が最も走り易い面となるのである。。

地蓮現場には極めて軟い青色粘‘層があるので野坂

孝忠氏のｲ地と近似土質と想定せられる隣村岩間村で
の土賀調査を準用し･＝0．1kg/cmzと假走した。

01を中心としてR=130mの円に對しては
9 9

ZN=Z748ton"T=1773tonlI=2i4.8m
l

…=-書聖寺0”
．もり≠11o22|ノ

即ち!Oiを中心とする莚面に對しては摩擦角11｡22ノ
Q
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伊藤：地莚とこれが對策

と.して次のことを述ぺられている。 と上なる。上部急斜滑落面には法切をなしクヌギ、ナラを

(A)地莚要素をLて其の發生を不可能ならしむること。 植栽し樹根の水平､垂直緊鱒作用を利用すると共に短伐期
(i)山腹士覆りの厚さを小にす･ること。 の萠芽更新をなし荷重の輕減を圖ること。
(ii)土の重さを輕減させること。 b.流域全般に對する措置

(iii)山腹の傾斜を緩にすること。 （イ）土地の利用法を誤霞らざるとと。 。

（”丙部鴎擦角を大にすること。 我國の現在の食糧事情と國際購勢下に於て食細自給の爲

(V)土の抗剪力を増太ぜしむること。 に國士は寸尺と雛もこれを最高度に利用しなければならな

(B)蓮面の形成を妨害すること。 い。然し水源林野の念斜地を開墾した爲に豪雨時にそ⑬開

<i)斜面の長さを小にすること。 ． 、墾耕地からの流出土砂によって下流美田が水害を受ける事

(ii)･軍一斜面とせず階段式講緬とすること。 資があることを忘れてはなならい。

(iii)斜面に杭を打込み或は樹木を植えてう二洞iの形成 本地方は士地が狹溢の爲に急斜地の耕地がﾖ蹄に多いの

を妨害すること。（但山腹上の荷重となるだけの場 であるが自然の一彊性に背きまた人間の生活とあらゆる費

合は不可）』 源との相關性を無頑してある一つの資源の開發のみをやつ

(iv) 山麓附近の奈価に荷重を賊せること。 た爲に繁榮を約束されたかの如く見えた地方に通に貧困を

一般的にf砿二防止方法として浅い"咳二地に對してば樹木 遥している例は他界に甚だ多い。
植栽法，排水工法，移動土砂除去工法.擁壁土法が用いら 開墾による土壌漫蝕度の鍵化については米國の南部林野

れ深い地貴二地に對しては堰堤工法．溪流迂回法等が操られ 試醗場は1933年度の年毅に同質土壌を有する10度の勾、

ているが今回發生した遜二地の現状と上記基本方針、經濟 ‐配で2ケ年間流水を観測した記録を發表している。實裁に

効果等を勘案し・これが對策として次の地i二防止､地ﾖﾆ被 供した小地腫は各盈其塵に生育する植物を異にし地腫の大
害防止併用の措置を採るのが適切であると考えられる。 きさは0.9mX3｡66mであった｡賓職の結果は樹林叉は雑

1，懸念的對策 ／ 草に覆ほれた土地ば栽培地若くは裸地に比して流水極めて

a・蕊雨出水時の災害を防止する爲に湛氷せる水溜の氷 少く浸蝕が“股であることを明らかにしている。降雨の槻

を急速に排除すること、この爲に河水閉塞士砂を握割り通 測回徴は103回でその降k總量2327mmの丙表面流水を

水すること。 惹起した劉合を箇所別に見るに雑草の被覆を有するブナの
b.地鼠ゴMl丙外の躯裂を充填し雨水の地下謬透速度の底 古林瞳が0.5%､勾配に對し直角に耕せる棉花畠地腫が32

下と鯵透量の増加を防止すること。 ・ ％､勾配と平行に耕せる棉花畠が39％を示し且浸蝕度は
●

識;蝋&鱸雪に履鱗曾蕊雨鋳の識距る下 ･響溌欝鶏鱸擢蹴&蝋鱸
2．恒久的對策 性土鯉とでは趣きを異にするが、米國での資嶮の結果は附

a・地迂地に對する描置 一表2の通でこれら15.以下の緩斜地に於てさえ傾斜の増加

（イ）河’Kによる浸蝕を防止割-る播澄を誰ずること。 に従って浸蝕土避の急激な増加を示している。

この篤には固形の護岸工作物の設慨が望ましいが動く士 土地の利用法の如何によっては直接地§二を透發するのみ
、

地に對し直ちに施設することは工作物自魁の保持が困難で でなふ上記の事蜜は鯵しぃ土砂が絶えず上流全域の無立木
,あるので水溜の氷を排除する爲に盛上りによる河水閉塞部 地，耕地、道路等から流出して溪床に堆穣し豪雨時に山崩
を除煮に堀割りf砿二地の動きを注頑し靜止せるを確認した や地た:地からの流出土砂と合畷して剛llの水嵩堂増し破壊

后施設すること、動いている間は木編柵、蛇龍等謙軟性の 力を弧くし惨害を惹き起すことを示しているのであって、

ある護岸工作物の設置が望ましい。 ‐ 本地方に於ける過去の水害の賓鬮に徴するも水害防除の對

（ロ）地莚地への地表水の謬透を防止する措祇を誰ずるこ 紫として平素から流出土J沙を漸減するやうに流域至鎧の土

と。 地の利用方法をとるべきである。この意味から本地域では

この爲にも固形の水路設置力哩ましいが．上記の理由と 土砂留、排水の施設を伸はない開墾は中止すべきであり大

鯉饗關係から芝水路を設けること。 面積の森林皆伐を抑制し､未立木恥の造林をなし､荒陵林

（へ）謹地に林木を植栽じ撫育すること。 地を復藩する等林野の整備を行う必蕊ｳﾓある。それにも拘

地蓮地T麓部即ち受働斜面にケヤキを主臘に植林するこ らず中央開拓關係に於ては職員を派し本村をその標準地腫

と、かくすれば成長の過程に於ても地莚を押える荷重とな －．として本地方に傾斜15c以上の既耕地が存在している事資

り根が張れば浅い受餓二面を突抜けて地蓮防止に役立つこ と山梨縣農家の耕地面積が狹少であること其他を理由とし

一〔17）一
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伊藤：地詰’とこれが對策
F＝ー一一

て昭和24年1月18日附農林次官樋牒の開拓適地選定基 扱等につき留意すべき黙が多凌あ為ようである、

準を鍵更し傾斜25.迄を3級傾斜と1ﾝて狼いて耕地の猫張 cも下流沿岸施設に對する措践
●

を画らんとしたのであって欝然縣林務部､同士木部に於て （イ)Wjll施設の整備

反對し基準の鍵更を爲さなかったのであるが其后半歳を出 昭和20年以降水害による下洗沿岸河11施設の災害朱復

でずして今回の地筵が發生したのは皮肉であった。縣では 蕾箇所の修理を早期に蜜施すると共に河N施設の維持箇理

上記の理由に基き今回霊生した地莚地の上流林野を森林法 に万全を期すること。

により開墾制限地に嬬定し其丙重要箇所を保安林に編入し （ロ〕堰堤の築設

て治山事業を費施中である。 流域垂患が軟弱地盤であるので林野､制馳の整備と稲俟

幸いに昭和20年の水害を契機として此方面に對する地 って適営箇所に災害防止用堰堤を築設すること。

元の認識も漸次高まりつ上あるのであるが筒林野の整備、 1950.1.6. 以上

耕地と林野の配置、地蓮地域丙にある飲用、潅職用水の取
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植樹祭の．創始者

頁S齢i･ingMorton
(J,スタ信一ソング、モルトン）

の小傳

成澤多美也
y

日本では峨前戦後無軌道な伐採を縦けてきた。このため

森林が全く瀕死の状態}こ濃り、こL204"すると「蜀山

兀として、阿房官出づ」以上のべ力げた状態にならないと

も限らない。

斯うした際モル1､ンの人格を偲び．叉そのことによつ､て

植栽が少しでも軌道に乘って来たら－という淡い希望を

いだいていた。

そんな意味でモルホンを調べてみたかったのだが、古い

雑誌をひつくり返えしてみても名前だけは比較的腰く我が

園にも傳はっているが、業績や閲歴等が殆ど傳はっていな

いo

何とかしてこれを知りたいと思って、私はネプ．ラスカ市

の教育委員會に問い合はせてみた。私の手紙はネブラスカ

市の教育頑學ライトポデイ氏に配達され,氏は更に之を中

津佼長の熟諦:'締&ふさんに示されたものとみえ
るっ日ならずしてホイツトンさんから詳細な調査と別撮の

篤眞が邊られて來た，

未知の私に、か良も親切な御敦旨を賜わったホイツリ､ン

校長先生に深く感謝している。

この調査は次の三つから出來ている。

ものである。叉ずつと瀬んでふるとモルトンが何故澗餅に

關心を持つ綴になったかが書かれていないので、之等の職

はアメリカン・プオレスツの1949年4月號も参照するこ

とにした。

とにかく色糞な方面に活躍した人であるが､青年時代か

らずつと政治家で新聞人としての面が最も温く印象づけら

れる人である。我が図でも明治以降政治家で繩に熱心で

あったのは牧野伸顎とか寺両朝罵總督等をあげることがで

きるが、どうもこれらの人にもう－渉つき進んだ職（モル

1､ンの綴に自ら鍬をとって植えたという蕊績力$ない〕がな

かった鎌におもはれるし叉こう~した日本の現況からゑて”

政謄家あたりがその有利な地位を利用して､植林謹勃に至

心を打ち込んでくれたらどんなに有難いことかと－さう

した人が一人でも出て呉れたらと念願している。

× × ×

モル1､ンは政治的指導者として秀で、同時に農學者、人

道主義者歴史家でもある。然も植樹節(Arborday)の創

始者として（尤も此の人の前にコネムチカツト州の教育課

のピー･ジー｡ノースラツフ・氏も學校林運動をやり。或ほ此

の人の影響を受けたのではないかと見ている人もある･)世

界的に名騨をはせた人である。

モルトンは丁832年4月”日紐育州ジェブヂースシ郡

に生れた。彼が2才の時母ば彼を蓮れミシガンに漣住する

と．とになったp初等教育はミシガン州のアルピヲンの曝佼
で受けた。大學生活の大部分はミシガン大學で受けたが、

彼の皐位ば1854年紐育のユニオン大學から受けている。

彼は大學課程中にジャーナリズムの線に沿って天禦を示

し、卒業前鉦に一流新聞に諭読を書いていたのでも如何に

彼が艇れた才筆を持っていたか壁解る'。

1854年に卒業し、同年10月30日にデトロイトの力ロ

リ￥、ジヨイ嬢と緯昏した。然も結婚の営日新婚旅行なら

ぬネブラスカ移住の決意を固めて若嫁と共に旅立ったので

ン
”

卜
ｔ

窪
制

螂
鼬

繩
や

●
旬

１
２

3．モルトン氏の息ジヨイ氏の話

然しこれを三つ別女に分けると蕊複するところがあった

りするので一つに経めることにした。殊に二番目のものは

主としてモ”トンの政治生活が非職に多くの部分を占めて

いるので、この中にジヨイ、モルトンの追想を挿んで筋に

鍵化をあたえることにした。此のジヨイモルトンの話ほ常

時のネブラスカの膜様や、モルトツ家の子供の蝶方或は営

時の學校生活等も知り得て短い文で朧あるが非常に面白い

(筆者）新潟縣立加茂農林高等學校教官
全

－（19〕－
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成澤：モルトン小傳

ある｡

営時ネブラスカと云えば西部邊境の地として餘，人糞ば

行きたがらなかった･此の新開地の西部に人生最初のサイ

コロを擬らうとしたのほどウした理由によるものであるか

全く判って居らない。殊に営艤芸1,ロイ】､ではジャーナリ

ストとして．既に令名を馳せていたし、叉彼の龍先には著

述家もあり｡、商業入もあり、銀行家もあった｡然も彼自身

は高い教育を受けて居り、彼の妻も晉樂と蕊術を學んだ才

媛である。従ってミシカンでは充分な出世の機會があった

の看ある。然し一方ネブラスカにして承れば叉とない人が

來て呉れた篝である。ともあれ草原に於ける困難な生活が

彼の勇氣を挫いていたら、ネブラスカと、ネブラスカ人に

現在の嫌な幸頑な生活をもたらさないでしまったであら
う。

デト官イトを出發した新婚の二人は11月、ペレピユウ

している新聞に「吾煮の次代の子孫のために、又これから

絞糞入って來る新LL､ネブラスカ人のために、婚來の住宅

と蝋濡を與えるために､吾巻は献身的に植えよグではない
かJという意味の事を時につけ折にふれ書きまくった。

叡 人友も彼の熱意に動かされ､叉彼の住宅地が次第に線化
してゆく'のをみて「植樹の同志」は次第に増えて来た。

今でこそネブラスカは立汲な都市であるが、當時は全く

大陸の孤島といっても過言ではなかった。というのはその

夏出産の爲にデトロイトへ往復した若妻の旅程でその模巖

が到るのである。

9月27日長子ジヨイカ窪ｵL11月6日夫人は赤坊を連

れ夫人の父も同行してシカゴ經由でネブラスカに向った。
少

途中三回汽車に乗り換えアルトンに達し、そこからセント

ルイス葦で同汽贈に乘り、更にそこで数日間ネブラスカ行

の汽船の中で過した。此のセント、ルイスでもうすんでの

(現在のネブラスカ州臓の所庄地)に着き、その地の友尺の に置き忘れられようとし

た，ドイツ系の乳母が赤ん

坊のお守り役だったのであ

るが､船の家族室に入って

から荷物を調ぺてみると赤

ん坊が居ない､それで大騒

ぎになり、夫人の父夫人乳

母共点血眼になって探しに

出かけたところが士堤の上

に枕を外した量上まだ無心

に眠っている我が子を發見

してホッと脳撫でおろした

騒ぎがあった。

ことに大切な赤ん坊が堤防の上

家でその年の冬を過した。

然し活製的な彼は決して

冬龍りの蟄居生活をべんぺ

んと樂しんでいたのではな

い。早速ネブラスカ州では

鍵初の新開であるパラヂァ

ム紙を編集‘し下感に健筆を

揮f,初めた。然も翌年雲が

‐消えるとネブラスカ耐こ移
って今度はネブラスカ市新

、開を謹行した‘もう既に此

の時彼はネブラスカを第二

の故郷とし、此の新しい郷土を立派なものにしようという かくて船はゆっくり川を遡航し出したが．既に氷が流れ

決心がついていた。そして適営な地を物色して居たがｭ丁 始め、おまけに§膳も少く貨物もなかったので艦長はヘイ

度河の西方2哩の所に美しい高台のあることを知った。鴬 ムズから上流はとても望がないと言い出した。一行は新上

時誰もその高台等に住も5とする人もなかったのに彼は何 <車を傭い上げてネプラス.力えの90哩の族をつ壁ける事
〆

となく其虚が氣に入り、何とかして土地の所有權を得たい になったっ

と思っていた。結局彼は土地所有者に2,000弗を與えて、 一行は夜おそくネブラス誇市の對岸にたどり着き、流水

現在樹木荘"rborlodge) として知られている住宅腫域 の漂う川を小さな舟で渡った。数日後でなければ歸えれな

－籍の財産所有獺を得ることになった，そして小さな家が いと思っていたので、此の突然の歸宅にモルドンも非常に
その夏の初頃から建て初めら狂た。喬木や潅木が二人の手 吃蕊した。とに角その頃ば既に粗末ながら新住宅が建って

で植えられ始めた。モルトン夫人が力溺い苗木を持って來 親子三人の陸しい然し奮闘的な活動が始まった鐸である。

る‘と氏はその根の周函に肥料になる綴に塵芥を堆んだり、 此の新宅も後刻もつと小綺麗な家に建て替え.られ、その後

水を整えたりした。おそらくそ江迄は誰も樹を植える人は 三度び今度はジヨイ氏によって鏡在の蕊莊な邸宅に披張さ
なく､此のﾓﾙﾄﾝ氏の植樹一家を美化するための ‐ れ｡後日“函瀧論れる観覧者に非膳な興味を與え
ガネブラスカでは最初のものであるとされて居る。 るに至ったのである。然も初ら植えられた拠・その後年左

然も軍に自分の所ばかりでなく近所.友人の家にも徹を 増やされた大小の樹木は壯大な樹林となり樹木莊の名にふ
植える事を熱心に説き廻るの力鞭の習慣の一つであった。 さはしいものとなっている。モノpトンの死後此の家と土地
どうもそれだけでは字とても普及がおそいので自分の經瞥 はネズラスカ市に寄附ざれ:,州としては最も立流なそし潅

霜－－（20）－
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成澤： モルト ン小傳

ホツ1,、ケーキにありついた嫌に喜んでそれ詮買い漁り、

一人で半プツシニルから--ブッシェル位は買い込んだ｡此
のネブラスカから先ロツキィ山脹にいたるまでのノロノ

ロした道筋には殆ど果物らしいものを買う機會がなかった

からである．私達ほリンコPの木を澤山持っていたわけでは

ないがとてもよい値段で壷つたことだけは覺えている。営

時のy･シゴは現在の嫌な立汲な品種ではなかった。初期の

開拓者はそれで家計を樹てよう等と思って植えたものでは

なく､もしさうした意圃を持っていたとしても､その頃の

栽培者は種類さえ多ければ、その果樹園は立派だと思って

いた程で、現在の技術からみると全く幼稚なものであっ

た｡

1860年モルトンは、サミ雲エル、ジー、デエリイの同う

を張って國會の代議士候補として打って出た。立會演説が

二人の候捕者によって行はれたが二人の政見は同℃やうな
問題であった｡二人とも欝奮窪というのほ市民になる
者は5ケ年間一定の土地に住んでそれを開墾すれば無償で

]60エーカーの土地をもらうことができる土地政漿で、移

住鍵勵として賢明な方法で、此の法案で百童の家族が定住

の地き得たといばれる）と大ZI慰洋鐵道に關する問題をひっ
さげ季いたのであ乙・然しモルトンは非常に雄癖家であっ
たし、デエリイは方言丸出しでどちらかといえば拙熱であ

ったoモルトンは話題を徹底的に進めて行く方法をとった。

政だん浪説で彼が最も力を入れたのは民鬚薫の大統領によ

って家産法が握り潰される職であった｡此の法案銀失敗す

れば移住者は土地を買う馬に政府から多額の金を借り入れ

なければならないし、然も利率が年5割という高率なもの

であった。“これは山猫銀行の失敗の直後でもあったので、

移住者にとってはﾖ酷に大きな打撃になるわけであった。

モルトンは熱心に此の法案支持について論じた。斯くて開
票の結果14票の差で:勝つことができ、知事はその選學の

有効麓をモルトンに奥えたoところで、デエリイはモルト
伊

ソ側に選緊蓮反があったということで州裁判所に届出た。

そのためかあらぬかとんでもない事ができた。というのは

南北戦争（通61-1863）錘行のため臨時議會が1861年7

月召集されたので、彼侭ネブラスカ選出代議士として席を
とるため急遜ワシントンに赴いたのであるが、驚いた量と

には、當懇有効證が同じ知事によって彼の競争者であった－

デエリイに典えられて居り書記官長は甑にデエリイの名前

をネブラスカ選出議員として名簿に載せていたというとん

でもない事が起きていた。

此の眞相を議會に提示する特別のはからいがモルトンに

與えられた。彼は富時僅に29才に過ぎなかったが彼の所

蹄する蝋の有力な人達を支持していたので、その人達は交

友立って彼のために演説した。「議長閣下、若き友人モル

歴史的な興味ある地の一つになってﾙ､る。

話は元え戻渇が彼は此の年政黙に入り、1855年秋ヲマハ

で出飛た遊境立薩部の部員に選畢された｡丁度その頃一部
の人達力職りたちのよくない銀行（原女には山猫銀行と書
いてある）を設立しようという目論見があったが、モルト

ンの友人達は斯うした悪法が立法部で認められない糠にモ

ルトンを動かし、モルトンもその人達の希望に沿うことを

約した。約束に從って彼は此の悪法に對して極力反對した

ため一部の連中から非常に厳はれ結局翌年は18票の反對

投票があって､残念にも正義派のモル膿ンは第狗目の落
選の憂目を見ることになった。

然し此の銀行の業績は失敗の逵績で多数の預金者排常

な苦杯を嘗めさせられることになり、住民も初て目がさめ

此の法案に反野したモルトン達の小数黙の正しかったこと

を見直すに至った。どれがきっかけになり、1857年再選さ

れ､翌年は.26才の若冠で卿l'Iの長官に任命された。然も

中央政府が此の準州政臓に官溺の長官を任命した1261年

まで、此の地位を保っていたことはたしかに彼の力侭識見

が卓抜であったことを示すものである。

此の頃漸く赤煉瓦造りの學校ができ、ジヨイも其の學校

に學ぶことになった。當時は若い女の先生でも鞭を持つて

居り、こｵ吻錘た生徒を訓練するには非常に効果的であっ

たといはれている。尤もジヨイ氏は外の生徒程打たれなか

ったさうであるaこれは家庭の嬢がきびしかったからであ

らう。ジヨイ氏の述懐によると此の時代の町の模嫌につい

ては僅しか畳えていない－というのは町え行くことが除

り許されなかったためであるっ叉小供は町え出かけるとき

は一ドル以上ほあづけられず、叉一ドルの大部分を残して

きた小供が一審ほめられたものださうである。

ジヨイ氏の思出によると次の線にも書いてある。

性き生きと浮びでるのは國境通いの貨物運詮である。

その時代は春になると一面に鯉原に勤噸え出し、夏の終

りまでは牛に給草する亀と力喋なため牛車の列は絶えず吾
力嫁の北門を過ぎた。その中でもラッセル組とかウエデル

組等は名の邇つた荷扱業者で、彼等の車は政臓御用の荷物

を取り扱っていた｡ヒオ'等はミヅーリ河を汽船で運んで來

たものである。車の大さは大磯一糠で六頭の牛で牽〈のが

普通であった。その各痴の車には駁者が居り、叉之等を監

督するために騎馬の親方がいた。この親方は貨物を単に州

から州え運撤するに過ぎないのであるが．吾友少年の心に

は正しく大きな遼媛の的であった。

又われわれ少年は此の北門に立って、此等の運搬kにリ

ンゴを賛って犬儲けをするのが常であった。私の家の果樹

閲は1858年に植えたのであるが丁度熱り頃になっていた。

種類は大概早生種か中生穂であったが、運搬人達ほまるで

＝
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今

彼がネブラスカ新聞に全力を注いだのは、此の新聞の最

初の主筆であったことにもよるが、血筋が物をいっている

ことも碓である。彼の湘父はデトロイト自’由新聞の最初の

主譲をやった八である。彼はネブラスカ新聞の創立篭時か

ら政浩生活に捲き込まれている間を除けば大抵新開の時評

欄で鐡筆を揮っていた。

彼は1882年再び知事としてドーウイズと云う政敵を向

うに廻して逐鹿戦場に相見えることになった。然し共和獺
／

は睡倒的に多数を占めていたので途にこの度も勝を制する

ことがで弘なかった。

1884年再び携畷選緊戦に脳場したが、此の度も他の候補

者の2倍の票を確實につかんでいたにか上ほらず不幸にも

営選するに至らなかったっ

1888年議曹窪緊戦に打って出たが｡此の度も失敗に経っ

たざ彼が彼の敗政理論をひっさげてプライヤンの意見と正

面極突したのは此の選翠戦であったっ

同年の冬．立法府力糊かれたとき、彼の友人は彼を上院

識員として推薦することにした，一時は充分勝算も硬く勢

力も伯仲･しているかの綴に見え､’45人の共和黙員が彼に投

票する打合せにまで漕ぎつけていたのであるが、一部の者
ヅ

がモルトンは一時奴隷爽買者であったと識き廻わったので

折角の計霊が破錠してしまった， ミ

上院議員騨碧には失敗したがモルトンにとってはむしろ

それが喫機になって炭い分野が開け、彼が有名になったの

も蜜に此の時であった。グロウパー・クリープランドが大

統領に選出された時此の有名なネプラスカツ兇を農務長官

に任命したのも彼の識見からみてむしろ當然の事であっ

た．農務省もかくて彼の達識ある指揮の下に組成されるに

至った。が先づ彼は常時政府がやっていた無償種子配付ば

不正利得であり無用の失饗であるとして反勢する旨の縢明

を發長して議會を驚かした。叉農盤省の維待費として議禽

で正式に認められた2蔑弗の金は不要なものとして國庫に

返還した,此の潔白な態鹿が非常にうけて州民の人氣をば
夕

くするに至った。

1897年モルトン侭農務長官を引退して樹木莊に蹄りしば

らくしてから週刊ゴン渉ベチープ紐を霊刊しそれに國家問

題に濁する彼濁目の意見を菱菱していた

これ等ジャーナリストとし或ば政界人としての模綴を側

面から見るのも面白いことである。そのことを少し附け加

えて置かう ．私に此の傳記を詮って呉れたホイツトン校長

が叢だ畢生の頃モル1､ンの友人である．ブアナス知事に遇

った際初期の農業園蕊或は開獅寺代の新聞等を回想して話

をす上められたのであるがたまたまモルトン氏の事に及

ぶと「諸君はモルトンがネブラスカ市で新聞を發行してい

たことを知っていると思う。

トンほ必ずや何等か偉大な貢献をな1刻窪j人物であり、此

のまちがった選緊を是正して．彼の爲に議席を輿えられん

ことを“･…」

だが此の鮮劉は南部の謀反を沈雌するために特別に召集

されたものであり、従って此の選謡紛争の解決は無期延期

とし､一先づデェリイがその礎認められるということにな

った｡

1866年モル】､ンば人盈から知事立候補をす上めらII.た。

選緊の結果はモルトジが'48票で篭懇したのであるが、一

部の投票瞳に専門的手綾の間蓮があって否決された｡,此の

鄭門的手綴というのは選蕊委員が夕食をとゐたあに、一時

投票が中止され．投票箱に錠を下し、選學場から委員と共

に持ち出されたのである。叉此の選緊にあたって200人の

カアネヂ砲蕊の兵隊がモルドンの政敵に投票したが、後刻

此等の兵士は他の選畢塵でも投票していたと↓､う誠にもつ
少

てのんびりした事件もあった。

′もうその頃は二人の子持で、ジヨイとポウルの二人は今

迄通っていた赤煉瓦の學佼から市の南珂にあるビショップ

制の學捜にやられることになったのが知事選學と同じ年で

あった。ジヨイ氏によると「二人と‘此の學校で得た智識

は今までの學校で學んだものよりずっと多い議な氣がす

る。けど非常に金のか上る學校で舍饗と授業料とを合はせ

ると一年に250ドルもかLつた･I經裂の關係もあったのか

2.年半の後再び前の赤煉瓦の小さな単校に入れられた。

知事選學でヘンな具合になった後の孔5年間モルトンは

ネブラスカ市斬聞D經営に全力藍注いだし．叉州の農業局

に勤め1872年の州會議に4月10日をネブラスカの植樹

に貢戯する日としてアーバーデーと命名する議案を提出し

た。叉鴬日多數の樹を立派に植えた地方農業會には,00弗

の鴬金を與え叉藷日個人で、多数の木を上手に植えた人に

は25ドルに相鴬する農業瑚書を贈呈しようとする案も同

時に提出した＞

局員全部は此の案に同意したのであるが、名穂について
シルバンノヂー

Sylvandayがよからうという人があった毒このシルバン
アーパー

デーに賛成3－る人達はarborとは画一マ人の言葉からでた

ものでアメリカでは茅屋､亭という意味を持っているから

面白くないと云った》然しモルトシは「シルパン」は軍に

森林樹木のみを指すが「アーバーJの方は森林樹木から垣

根庭⑲潅木にいたるまで含んで居・り「植鋤の意味を凌ぐ

する黙で普遍髪鴬性が扱いと主張した〕かくてアーバー、

デーがその名前として選I湖Lることになった。初年には，

00蝋本の樹木が植えられたというからモル,､ンの努力も大

したものである』この運助が隣の州にも旗がり、カンサス。

テネシイ、ミネソタ、ノース、〆コタ、オハヨウも此の先

遁也に従ってやることになった。 、

砥
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成澤： モル 1‐ ン小傳

私もグラウンピイレで新聞を發行し、彼とは政獄的には

全く對礁的立場にあった。どちらも営時は資に奮闘的な時

代で、･世の中の反對煎を滅茶苦茶に斬りまくり、一握りの

蕊の中に擦りこんでやるの力戦次の務であるとさえ思って
一＝

いた。時には脅迫の手段に訴えることもあり、詰ら瀬いこ

とまで云い合う溌になった｡逢に或る農業問題で論争する

ため、ネブラスカ市に會合することになった。私ほその曾

議にでかけモルトン氏と初めて會う機曾を得た。その結果

政鎚問題を除く種湾な問題に對し莚は極めてli聯に話が一
致した。お互は此の新しいネブラスカ地方に對して未來を

畷目することができ、移住者をどんどん入れて開發するの

が吾渋の義務だとの意見に達した。いよいよ歸宅するに鴬

つ蔦時間のたったのが判らない位であった｡」
1901年12月シカゴ市で一場の演説を行ったとき輕い病

氣にか上り別に気にとめていなかったが、ネブラスカえ蹄

えつた時は病勢がﾖ鮒に募っていたつしばらくしてから健

康を回復するためメキシコに蕊地することになった｡彼は

そこで漠イアヅ大統領の非常な知遇を受けた。彼の健康は

しかし次第に悪化する一方で、彼の二男ポウル氏は弧いて

家に連れ戻すことにしたのであるが、念に病状悪化し、･シ

カゴ市に住んでいた息マーク氏の宅に達して間もなく-

1901年4月27日を一期として不蹄の客となった。時に69

才であった。遣儀はすぐネブラスカに運ばれ、彼より20年

先立って此の世巻去ったユ戸力にある妻の墓の傍に埋めら

れた。

アーバー・ロッヂ公園には美しい記念碑が立っているが

〔富蜂参照)これは'905年､雷時の大統領､クリープラ
ンドによって建てられたものである動その上にモルトンの

句になる次の彫刻が見られる。

他の休日は過去に眠るが、

アーパーデーほ未來を建議する。

一日植えざるものは未来を失うとも云えるであらう。

モルトンの性格を最もよく言い表はした言蕊は此の記念

碑の除幕式にあたってなされたアドレイ・スチイブンスソ

の演説の冒頭であらうJ彼は常に彼の勇氣と相談し、恐怖

心と相談しなかった｡懸案になっている重要な議案には確

間たる信念をもってのぞみ闘争も敢て藤せなかった｡反對

論者には堂友と立ち向った。ブロムガム卿の言葉をかりて
f、

いうなら熈彼の武器は戦士の瓢であって刺客の劔でなかっ

た 。」

我盈ほ此のスヂイブンスンの演説からモルトンは中立的

内股盲藥的人物でなかった事をはっきり知らされるもので

ある。こ・5した人物は常に温い友人を持つが同時に冷酷な

敵を持つものである。人によると何等敵を持たずに旨く世

渡り-するが、叉こんな入に限って◆胴も云はなし､、何もし

ない、何の役にも立たない」という古い諺通りの人なので

ある。

筒ヱプラスカ州ではモルトンの植樹に對する偉業を讃へ

るために彼の在悩中-.-1885年に彼の誕生日4月22日を

法定休日とした。淡いアメ・リカでは氣候的鍵化が相當隔り

があるために各州ともこれに倣う事はできず現在各州でそ

の気候風士に應じて此の運動をしてる。

1937年4月22日のアーバー・デーにはモルトンの胸像

が除雑されワシン1､シ企議鰯圃書館の中に喪籏されるにい

たった｡この胸鰄作者はﾛパｰﾄ･ｴバﾝズでｱｰバｰ･

ロッヂにある記念碑の彫塑に雷つた人である。

草原の中に植えた一本の木はた壁それだけではなかっ

た。ネブラスカの人達にそして遂にはアメリカ全土の人蓋

の心の順|:'に、木を植えつけ、それは更に世界に鹿がり、今

では、此の運動に参加する國は英、加、藻、英領西印度、

南阿、ニウジーランド、フランス、ノールウェイ、イタリ

イ、ソ聯、ドイツ、中國にまで及んでいる。日本の龍林運

動は明治28年に來朝した、コネクチカツ'州のノースラ

ツプ氏の唱導したものであるが、その後の鋤ぎは陰に陽に

モル】､シのアーバー・デーの影響を受けている事は確だb

かくてもう一世紀もすると世界の人盈の心の中に植樹の使

徒モルトシの思想が植えつけられるであらう。

■ロ

、

原稿募集

｜ 本誌は林業技術者の心置きない溌開誌です。

i どんな原稿でも遠臘なく寄稿して下さい。

､ 研究發表･論評･紹介｡鰭筆｡其の他

何でも結構です、篭づて利用下さい。
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「

、

壁､天懐の隅眞束や合掌等に浩られるが地下で發達し

た蕊ほ特にそれ力娠の岐れ目に出來たものでは股間に鎭座

まします逸物に似て､又｢まねき」の狸公のそれを思はせ

る偉大さは一寸ユーモアを感ずるのである。蕊中の蟻共は

この巣を根擦として心材部を縦に喰ひ、叉地中に燧這を延

ばし､、人の建てた木造家屋等庭出會せぱ毅道をつくって基

礎の.コンクリー1､壁を倒ひ上り、床の根太や束､床板から

初めて柱へ､柱から梁へ､､梁から食鐸へと次第に木材の内
部を縦演に喰ひ荒らし､詮にその丙部を紙の糠に食ひ毒す

のである。そして外からその被害を察知されない稼濤密裡

に作業を押し進めて行き、新築後4年目の家屋が全く人目

に鋪附かれない丙にぶつたおれた例さへもあるのである。

梅雨時に成銀は飴色の翅を生じ、すさまじい癖飛をするが

その時刻は夕方か:ら夜間にかけてであるので、電燈に多数
飛来して來ることはよく知られた事資であるo義ブアリ,ハ

ネアリ、ハリ等と言ほれるのほこの時期の白蟻をさしたも

のであらう。ハネアリの数の多い事もさることながら、一

時にどっと出て來るので、大低の人間はおった霞げる。雌

雄の比率は雌5に對して雄2000位の割合と言ふから、人

の世とはおよそ線の遠い話である。雌患はつれあひの若い

雄銀を連れ､漂氣の多い材の切つばしや松の根方に飼ひ込

み、そこに宿をとり甘い新婚の夢を結ぶのである．未だそ

のねやをのぞいて見た人も居ないが、一度の交尾で雄は喰

ひ殺され、雌はその後交尾なしに卵をひりつ壁け、遂に女

王のあの偉大な姿になると言ふ｡之は「識樺師見て來た稼

なうそを言ひ」の類かも知れない。免もあ迩我盈努鋤階級

の嫌に世帯もつたからとて「子ば三界の首抑｣等と情ない
ことは言ほず、多勢の孑等に守られ彼等の新吐會に君臨す
るのであるぅ松の他にも種迂な材が白峨によって便かされ
るが、立木のま些侵かされた例は松、柳、櫻、ウラジ芦ム

ク等電､その空洞から腐朽菌等が侵入して來れぱ話紘益々
厄介となる。

私の調ぺた所では新日本三景の一、三保の松原で羽衣の
松他10本の老掻が現在“50）白蟻の寄生をうけて居り
演名湖の辨天島では、22本の老掻と3軒の人家が既に可
成手ひどく侵害をうけ、蹄丘の住民を騒がせて居る.。和歌
山縣でも田邊附近の松がこの種の害に悩まされて居ると言
ふが、今の所地中の巣を掘り"とる他に手がない。巣茜發見
するには名人が居て、どんな所にある梨でも彼にか上ると
一たまりもなく發見されてしまふと言ふが、誰にでも發見
出來る檬な器城が發明出來れぼ一寸面白からう。アメリカ

の白蟻研究委員會髄ermiteinveStigationCommitee(US.A)
ではかって、Audio-amplifyingdevice と職する驍診増幅
裟職に依って材中の白蟻を探知することを研究したが、之
をもつと手輕にして地中の巣の中に騒ぐ白蟻共の昔を探知
するやうにすれぱよからうと思はれないでもない。こんな
器城を霊明するためにそれをいじくって見ることほ昆墨に
近い丁琴な頭をもった私には頭のいたいもので､｢白蟻即蟻
之白者．．…･」等と5そぶけた礎自分は誠に結構なことでは

ある。（1950，2，5） ．

~

随筆白 嶬 守山雅美

「白蟻即蟻之白者一名蟹一名飛嶬」小野蘭山の本草銅目啓

蒙に此の溌な文句が見えて居るそうである。然し白蟻は蟻

（膜翅目）の謙に高等な昆愚とほ全く別系統のもので、所

謂白蟻目と言ひ、直翅目のぎキブリ〔蕊所に出て来るアプ

ラエ､シ〕等とは最も近縁な關係の昆遥の一族に風するので

ある。白蟻を蜜と書いたのは延長年間（約1000年前）に

源順卿のものした和名類聚抄が最も古'鍋になって居るが

其の頃から白蟻の存在は知られて居たものと見える｡學術

的にほかの有名なスウェーデンのrinn6がSyStema
natumeに無翅目Apte皿のme]，mesとして記戦したのに

初まって居るず九州地方では白蟻をドオトーシ･テラト、

ドクヅシ等と呼ぶ方言があり、之は堂倒し、寺倒し、堂崩

し等にそれぞれ邇じ、スブアリ、ハネアリ、ハリ、ウンゾ

ウ、ウソゾバイ、イツ1､キパイ、ケカレバイ等の方言が日

本内地の各地に見られるのはこの識が可成古くから人口に，

I曾茨して居たことの一證左でもあらうか。兎に角白蟻のた

めに家力瀧れると言ふのは大袈裟な表現の綴だが決してう

そではない。臺湾に長く育った私は白蟻のために家が崩れ

たのを見たり、私自身私の家が傾いて支瀧をかつたりした

砦い艘戯をもって居る。

世界には361種の白蟻が知.られ、122種はアフリカ犬陸

に分布し、他は南米･漂洲･馬來・アジア大陸等熱帯・亜

熱轄に主として分布して居る。日本にはイヘシロアリ、ヤ

マトシ戸アy,サツマシロアリの3種だけであるが、家を

くつがへす恐ろLい奴はイヘシロアリで本州（靜岡以南､、

四國、九州､琉球､謹腿の他､最近ハワイに入って猛威を

暹し<して居る。イヘシロア、が林業とどんな關係にある

かは喋盈する童でもないことかと思ったが､案外森林や林

木とは關係のない害過であるかの見方をして居る人が多い

ので、一寸その害の鍵態性に就いて喋麦しよう。

イヘシロアリが老松を侵すことは40年前高松市栗林公

園の老松が積れた記録によっても可成古くから知られて居

たことが到る。白蟻に女王があり、他に王、職嶬、兵蟻等

があって、叉その發育の過程に應じて成錘（雌｡雄)、亜成

鐵擬蛎、ニンフ)、幼生等があることも周知の事賞で、そ

れらが一斌會を形成して居るのである。イヘシロアリの女

王が30年の長い詳命をもって一箇所にヂンとして構へ、

＝蛎涯の丙に10Q蔑粒に近い卵をびり縦けるときいては一

寸た識ﾃる通､その長い間職嬢ほ塁蟻と協同して葉を構築
し、その蔓鐙物は砂粒を混へた木質に近いもので、蔑餘の

房をそなへ､外廊の大韓資に1｡50mの糟圖球状に窪ず
るものもあると言ふ･その所在ほ主に地下で、稀に家屋の

扇

｡
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、

れてゐる程､鬼連なる利用を必要とするから:山元工壌附
近に貯水池の設涯が望霞れるが､地形、搬出路線、その他

經濟的事精から認工場附近への設澄を適営とする場合もあ

らう。要は水利の關係上當然河川流域に限定され、必要敷

地を充分とりうる起伏少ぐ狭塩ならざる地を、搬出路線、

他交通機關との關係等を考恵して選定ずる事が必要である

筒こ上に水利關係は河川の性質即ち洪水の有無､水量の

塗化等をよく調査し、貯水池への水量供給の良好なる地を

選定しなければな'らない事は言ふ輩でもない。
も

b.設計要領利用率等､永中貯木としては､貯木池,水

路、陸揚設附、陸上貯水鴫、場丙搬出入路線、その他､附

温設備を配睡するのが菅邇であるが．これらの設備は貯材

作業が倉葬的に行はれる嫌充分考慮して設計する必要があ

る．この貯木場設計上の要黙ともいへる識は大略次の如く

言へよう。

（イ）敷地面横貯材最大必要量から敷地面積が決定され

るが、貯材材機0.4mSにつき1.0m2の面積即ち11'a徴り

14,000～]5,000石收容しうると老へれば充分とされてゐ

る。もっともこの敷値は賎木壌丙水陸雨面を含めての必要

面穣率で、陸地面積の節約により縮少されうる値である。

形状は邇淵征方形乃至長方形にならう。

（ロ）貯水池普通は仕分堀､貯材堀の二種設霞されるが、

澗葉樹材は一般に水面下に没するものが多いから水中仕分

作業に困難な職があり、陸上で仕分して浸水-3-るが良く、

仕分堀の設蔽は特に必要とされ霞い。従って貯材堀を必要

面積を分割して澱個設置ずる事になるが『1個常りの面讃

は、貯材作業の能率上1,500～8,000m2位が適職とされて

ゐる。深さは、澗葉圏材は沈木巻多少生ずるからそれの取

扱上餘り深きは好葦し<なく、陸面下約1m餘〈陸面より

水面まで約300m)が適當とされ襟。側壁は少くとも木土

留工を施して泥土の浸入を防止し、池底は砂利敷が望まれ

為。形状は、謹岸工事の經蜜の節約上は正方形が有利であ

るが、貯材作業の職からは長方形が有利とならう。

（ハ）水路貯材堀の設置に併せて、導水用水路各堀連絡

用氷路、排水路等各種水路を設ける必要がある。導水用水

路は河川よりの水量取入のた‘めに設けられるもので、必要

職水量から毛の適當な鐵面職は決定されるが、大I1K幅約
1m、深さ約50～60cnﾕにて可とさ“やうか。側噛は木土

留或は石護岸の設工が遥営とさｵ職。筒河11よりの流水取

入箇塵は流水或は土砂により侵蝕され易いから特に堅固に

する必要が典らうQ

各堀連絡用水路は､堀から堀へ木材の移動を行はなけれ

ば幅は約1m餘､深さ健貯材堀同綴にし､側嬢は少なく
とも木土留の施工が望まれ様．排水路庭貯木池水量の排出
用のもので、各堀間連絡用水路と同稼な大さで差支へなか

I！
~遠慮なく何でも訊いて下さい。夫盈の潅威者に

依頼して明快な回答をして頂き寵す(編集室）

ザ

水中貯木場について

(問） 輻島縣林務部蛭田光一

奥地未利用林の開發が叫ばれる今日、本縣澗葉樹(特に

ブナ）の利用という面から水中貯木場の設置を企間してお

りますが左の雛について御教示を願まずO(適當な参考書類

がありませんので）

一、水中貯木の理論及効果について

一・貯木場の位置選定p設計要領、利用率等

(答） 林業試験場作業部山脇技官
水中貯木といっても、その理論は除り究明されては居ら

ず.叉その安當な設計は水系、運搬關係等各種條件を考慮

しなければならず、一概に誘明致すのも困難を感ずるが、

從來各地で設置された經験から云へる大磯の基準に私考を

交へて簡軍に述ぺて見たい。

1．水中貯木の理論及効果 ・

水中貯木は一に木材の腐朽を防止しその長期保存を可能

ならしめる目的から行ほれる。即ち木材を陸上に永く滞貨

する場合には腐朽菌の繁殖をほしいま上にし、材の損失を

來す事が多いから、この腐朽菌の生育に必要な因子である

空気を遮鐡してその發生を防除し長期保存を可能ならしめ

るわけである。もっとも木材を侵水させることによって、

その水溶性成分を鯵出し､(所謂あく出し〕材質を鍵化させ

利用償値を増大しうると一部では云はれてゐるが、これは

硴證されてゐるわけではなぐ、むしろか入る材質の鍵化は

少ない-ものと考へられてゐる巖である。便水する水質は停

滞しない流水が良好であ･ることは一般に認珍られてゐる虚

で、汚水、餓水等はブチクヒムシ等の繁殖を許し材を蝕害

さ1て易いから、泥土の含有等と共に避けた方が良い。叉浸

水蝋間が餘り長期に豆る場合には普通遜材部が脆弱化して

くるのが見られ、樹種によって適欝な期間（ブナは約1ヶ

年を遁當とするといふ説もあるが､明確な試験結果はない）

浸水するが縫策ともいばれる。間水中除木した材を使す用

る場合、木口剥れ、狂ひの減少、乾燥速度の増加、加工工

作の容易等の効果があるとほ普通言はれてゐるが，いづれ

も未だ確證されたわけではな軸､。

2． a｡位霞の設定奥地林（特にブナ赫）の開發と

L､ふ黙からすれば、とりわけブナは鍵色腐朽菌に侵され易

く、伐採後約1ケ月以内に搬出するが望ましいとも唱へら

一（25）－
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らう。筒各水路と.も底はいづれも砂利敷が望まれる。要は

これら水路は河川よ･り貯水池への永鐘の導入並排出のため

に設けられるもので、貯水池丙における水が停滞せざる穰

に設計する事が肝要である。更に、貯水池丙ｲ<蛍の調節の

必要上(沈木虚理、池内の清掃等のために）各水路の謹當

なる箇魔に開閉式の水門を設置する事が望まれる。

〔二）其他場丙設備として、上記登る如く搬出入路線、

陸揚設備、陸上貯木場、倉庫、事務所時Iごは製材工場の設

侭が行ほれるが、とりわけ陸揚雛ほ貯材作業の能率を大
きく支配するもの壱、未だに良好と目される機械の適當な

る配羅凌見ない現朕であって、擬出入路線や堀の形状等を

考慰して適當なる設備を探用配置ずる力埋ましい。在來ほ

貯材堀の側壁に敷板斜道を設け人力にて曳揚げるか、手動

或は動力ウインチにて捲揚げる方法､レールを池内に敷入

れトロに丸太を穣載し動力にて曳揚げる方法、チエーンコ

ン･ペヤーによる方法等が多く行はれて來たつ又勤醤起重機

を使用する方法､更に池周に軌道を配置し移動起重機によ

り四周よりの引揚を可能ならしめる方法､或はケーブルク

レーンを使用する方法等が時に採用されて來たが、これら

瀦法中より各種篠件講考瀧'して、最も貯材作業を能率的な

らしむるものを設澄する事が肝要である。

更に貯木池設計に雷って、特に考へなければなら厳い黙

は、土砂堀坂量の多少及、土捨場庇如何であって、これは

土工饗として施設費に大きく影響を及ぼすものである。

苗畑施肥量算定について

（問） 山梨縣甲府林務署保坂君歳

近時遥林意慾とみに昂り養苗事業も活氣を呈して來たこ

とは吾煮林務に鍵はる者は意を硬くし又責任の軍大を感ず

るものでありますが苗畑の施肥量算定についてお訊ね致し

ますコトドマツ1m2雷の施肥量は大禮窒素100瓦，湧酸

6瓦､加里8瓦と言はれて居ま萩｡f山丙氏､街用遊休學）
スギ，ヒノキ、カラマツ、アカマツ，クヌギについて1m2

鱈の施肥量を御教示願議す。

（答） 林業試験場造林部土壌研究室猫技官

林業用苗畑の施肥は農辮也の施肥に比較して極めて暹れ

･ており、その試識研究成績も徴意たるもので、御質問の施

肥量に關しても充分な読料がない。

一般に施肥量は次代で表はされる。

施肥量＝苗木の吸収避一土壌の天然供給歎
肥料吸收奉

との原理は子供で＄理解出來る簡軍なもの冠おるが、苗
木の“k量。土壌の天然供給量・肥料の吸收率等について
正確厳数字を得ることは頗る困難である。

次に1回床替苗の吸收蛾と土壌の天然供給戯を推定して
擁出した施肥量を示す｡但し算出の基礎は紙面の都合上省
略する。

’
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．
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苗木の及收量は目標とする苗木の大きさにより、土壌の
天然供給通は土壌の肥沃度により異るから、従て施肥鐙も
苗畑毎に異り上表はその一例にすぎない。

今生篭重量609のスギ苗を目標として育苗する場合､堆
肥を1m噛り18759(段営500H:)､金肥として硫安(Ni
20％）及び過燐酸7同次(R405:18%)を施用するものとす
れぱ礎隙の施肥量は次のようになる。

〃、

、

I
施 肥 例

堆肥 18759

(澱%誌蹴駕）
硫鍵 65富 一

要素量grm2

N I墓α| Kgo
－

11.3 1 7．5 1 】5.0

｡]2．9

１
１

過燐酸石次 329
－

5．8
－

13．3 ’-

15.0’計 24．2
－

施肥の蜜際に富つては堆肥、過鰐駿石茨の全量及び硫湊
の'/8量を基肥として、硫安の粥量を追肥として施用す
るとよいo

苗細の地力について何の喪料もない時は以上のような計
騨に待つ他ないが、適正な施肥量は苗木を賓際に栽培して
三要素試験及び三要素適量試駒を行って求あるのが最も安
全且確愛である。

アカマツはスギ等に比較して窒素肥料を少くし、瞬酸肥

料を増し、叉クヌギは窒素肥料を増すようにすればよい。

街前九大土井教授は遥林學汎論に於て苗畑の施肥愛につ
いて大略の標準を次のように示しているq窒素7-20g燐
酸4-109加里4－8召

併乍．肥沃な苗畑では以上の数値は過大でもつと少い施
肥量で充分である。

私が行った三要素試蕊の二､三の成綴廷よると燐鋤巴料
の肥効は窒素肥料の肥効についで大きく加到巴料は苗木の
大きさには餘り影響しないようであるが，耐寒性、耐病性

の眼い所謂充震した鰻健な苗木を得るには加劉肥料も亦蕊
要と言はねばな･らない｡

巽
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その表彰式を去る3月8日開催の木曾第3回總會の席上學行した｡松原事務理事より錐術の經過報告並に謹賀者の業綴を

~發表､松川理事長より蝿臓上に記念品を贈呈し､東大教授中村資太郎博士の厩静の後､受愛着日高氏より答卿:あって表彰

式を閉ぢた。弦に氏の業績を公表してその榮譽を讃え、第二､第三の日高氏が出現する事を所念して己まない。
Q

受賀者 日． 高義資氏
〆

1．現職 盤林技官（林業試鹸場熊本支場兼熊本醤林局）

2．略歴
、

1．明治41年3月 宮崎縣立農學校卒業

1.同 年5月 農事議醗場九州支場昆虫見習生

1．局 43年2月 ・ 熊本大林腫署
1．大正3年4月 山林技手

1・昭和21年8月 林業試験場勤務熊本誉林局兼務
3．業績

一日高氏は明治加年5月昆虫見習生として、農事議験場九州支場に入場以来今日までの42年間、森林病虫害の溌防躯

除の研究並に賞行に従事した，

その間幾多の澗査、報営があるが、殊に大正初期に九州各地に發生した、造林地の野鼠の害に對しては献封的努力の結

果、その天適たる鼬の繁殖に依って、毒を絶滅し得ることを提唱して賓行に移し、昭和12年以降に於ては遂に全くそ

の被害を見ない迄に至った。

叉温暖な氣候の篤めに九州でば､・繊毛蝿の發生が多く年糞その被害が莫大に上ったのであるが、此れの蝿除については

確たる方法が無く困難を極めに居たが､同氏は天適應用の寵除法として、クローユ蜂の繁殖利用を"暁し略舞之を成功

したが、其の後マツケムシの寄生菌即ち黄紐菌の應用に依って脳極く簡軍に羅除出來る方法を攻究し晒利7年以後各地

に礎施して何れも徹底的の敷果を收め得た。（昭和8年林學會報〉「天撞應用マツケムシ駆除について」發表

更に叉近時關哲地方をはじめ全國各地に渡生し未曾有の被害を加へつ上ある、松喰鐡に開しては錘の生態的研究心被害

地域の状況調登、溌防緊除の研究を行いその對策を樹立して資施中であるが．老躯の身を以て卒先現地に赴き、指導に

従事している等、松樹保謹に對する貢献は偉大なるもfのがある。

その他生立木に對じて薬液を注入する方法を考案し‘主としてカシ材の防塁、防腐に好結果を收め、又樟象鐵の溌防願

除カシ類のシロスジカミキリ及びカシのナカキクヒムシの蟄防畢稼の試歳研院がある。

－（27〕-－
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G

主な る研究報告

1．樟象中の予防羅除試験 （林業試験彙報第5誠）

’・マツノコキクヒ塔シの予防騒除試験 （同 第6號）

1.天敵應用マツケムシ駆除について ．（林學曾報昭和8年） 、

1．管丙に於ける遥林試験及び調査の概要後編病虫害編 《昭和7年5月熊本醤林局）

1．カシ類のシロスジカミーキリ、カシノナガキク･ヒムシ予防躯除試験の概要蝿和16年1月同 上〉

1・九州に於ける松枯死の原因並に對策 “昭18年10月同 ．上）

之等日高氏の業績はその研究報告が必ずしも、最高の溌威を有するもの弓とは謂へないかも知れないが､長年月に豆り孜
盈として現地に於て、其の對照物と坂組んで來た貴い臘験から、生れたものであって、吾女は其の眞鍛な態度に對して

ぼ最大の敬意を表するものである。

此の森林を愛し泳業の發展を希んで其の技術向上に資した熱意は、吾盈林業技術者が以て範とせねばならない。

鐘に日高氏の業績を公にして其の功を永久に讃へる所以である 、

昭和25年3月8日

日本林業技術協會斌團法人
ー
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り世界的な水準をゆくものであると信じる。

しかも、その間決して、おごらず、たゆきず、次煮に起

る難問を美事に闘いとってゆかれる眞執な態度は、世の學

究徒の模漉であり＄學歴のために長く常時の高等官にもな

れぬ封建世相の中にあっても、一向に世の榮位に弘拘泥せ
ず唯歌舞として眞理の究明と、世のため人のために全力を

注がずぱ止まずといぅ湿るるばかりの熱構に維始せられた

日高さんに對し彼を知る者は濟しく敬愛おく能はざる鰯で

あった。

日高さんは宮崎縣北諸縣郡山田村の御出身で、丁度私も

昭和14年から1年有半、山田村を管轄する高崎醤林署に

在勤して、日高さんの御生家にも接する機會に悪まれたが

御尊父は村丙切っての徳菫家で村民の信望も厚く、斯く立

派な日高さんの人格と､研究心は斯かる名家動生れたも
のと深く感銘したものであった。

今回日本林業技術協禽の第1回表彰者として、特に日高

さんが選出されたことは日高さんの業譲からみて営然の‐

果報ではあるが．数多き林業技術者の中から第1回の受賞

者に誤りなき選定をされた日本林業技術協會に封し，滿腔

の敬意を表すると共に欣幸之;こ遜ぎるものはない。

先輩日高さんのため敢て拙文を綴る次第であって、全図

称業技術者各位ｶﾖ必ずや日高さんえの絶讃の言葉を贈らる

人事を信ずる次第である。

日高義實さんの横顔

九州支部長小幡 進

私が日高さんを相知ったのは昭和7年5月19日熊本

誉林局造林試諒室の昆虫標本に埋れた静かな研究室の一隅

に於て、私の新任挨拶のときであった。

思えば既に18年にもなる。

如何にも翰靜かな迫らざる穏容な大學教授という感じの
こ

する日高さんには、初野面の瞬間から恩師に接する敬愛の

念で、深い感銘を受けたことを今でもはっきり思ひ出すこ

とができる｡

爾来日高さ応とは仕事の關係で始経身近に指導を受ける

機會に惠ま恥工來たので、日高さんの業蹟については可成

り詳しく知ってゐる者の一人であると思う。

日高さんは明治38年宮崎農學校を卒業され直ちに、営

時の農商務省農事該議場九州麦湯に入られ､次j｡､で明治43.

年春,熊本大林屋署に鍵ぜられ､爾来維始一貫森林昆虫の

研究に瀧魂を打ち込識吟幾多の熱‘､業蹟をのこされた國

有林の露賓ともいうべき學究の士である。

九州は氣象的宿命によって種鳧の森林害虫の發生が多く

被害も赤甚大であったが､篇象虫、マツノコキクヒムシ、

松蛾蝋､がL類のシロスジカミキリ、カシノナカキヒムジ

をはじめ最近には、松稽死の原因並に其の對策等凡そ九州

、あらゆる森林害墨に對し、驚くべき精力と努力とによっ

て一鳧その晉性を正確に研究、研明せられ科學的な防除

對策をも適切果敢に解決せられた業蹟は、全く超人的であ

× × ×

一（28〕－
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之が研究にも着手し先づ此の幼虫を飼育研究し成虫を得た

ので早速之力§命名に付いては佐脅木忠次郎博士に謀り、樟

「ぞうむし」と命名せられ、其の後之力撫防願除法に就い

て研究を讃け、其の詰果を林業試験彙報第六に發表するに

至ったのである。

更に、明治45年佐賀縣東松浦郡七山村所在の､字流山外

一國有林面穂500餓町歩の杉、桧､松の5.6年生の藍林地

に野鼠の犬發生を見、これが林丙の維草から遥林末の根叉

は根元の皮を食審枯死せしめるに至り．その被害は80％

にも及び、之れが願除對策を識ぜんと直ちに此の野鼠の種

類や鼠穴溌等駆除に必要な事項を調査し、其結果ば風害を

なす曝鼠の種類は多くハタネズミである事が判明するや、

次に此れを野鼠窒扶斯菌の使用で願除する事に決定し、級

いて其の驍除の準備に着手、其の準備鑿ふや翌昭和2年の

3月に前記七山村全村民の協力を得て各戸より3日づつの

出役を得て農か,遁間で釜面積の騒溌を経ったのである
が､然し此の時最も懸念したのは､鼠穴に窒扶斯團子が良

く配付せられるや否であるが、これは當時の小林厘署並に

携営厘員の細出の應援監督を得て、此の園子の配布と完全

に行ほれ総ては萬事よろしく而も唯1回の畷除で完全に

駆除し議し､其の後同所には其の風害の再發は見ず､問題のゞ

鎧林地と其の後完全に成林するを見るに至ったのである。

亦其の後大正5年頃に至り大分､熊本雨縣界地方の高原地

帯にも野鼠發生し、鴬初の國有林鼠害面積は僅かに37町

歩であったのだが、翌年に職3千5百町歩に、亦7年には約

5,000町歩と言ふ年毎に資に篭しき風害墹加を見、筒之等

風害國有林に接談する冥有原野､謬馳等にも同穰の發生を

見るに至ったので、早速之れが協同緊除を開係縣へ協識し

たのであったが、常時の縣は遺憾ながら經饗關係で協同蛎

除を行ふ事が出来ず、従って國有林のみが發生都度躯除ず

るの止むなきに至り、此麗に於ては出来るだけ大面積を÷

時に而も經濟的に駆除が出來、叉効果を出来るだけ長引か

せる嫌に種盈計鐙し駆除に當つたが諺何しろ前述の溌なr我

のみ」主義的な躯除結果は、切角の蕊除資行跡地も周函の

未蕊除地よりの野鼠侵入に依って其の効果は無となり、如

何に徹底した「己力靴のみ」の瓢除も、3．4年、長きば5．

6年を經過すれば再び鼠害を醸すと言ふ欣態で､容易に其

絡息を見る事ほ出来なかった｡そこで天敵につき種埼研究
を始め、或る時は對馬の山縦を生捕りして之れが移殖を思

ひ立ち．亦家猫の屋外飼育を行ひ野鼠駆除との關係を見ん
と計れども何れも不成功に終り、後に野鼠被護地の道路上

に黙在する鼬の糞を拾ひ集めて之を分析嬢検査して見るに

意外にも其の90％が野鼠の毛より成って居り、此れに依

って鼬は蝿鼠を附食とする事を知り、価って現今の如く野

鼠の夫發生をなす理由として一に之等有効天敵の激減せる
〃

一

私の追想

日高義費

明治虹年に宮城縣立盤業學校を卒業､同年5月農商務省

挫事試戯場九州麦湯へ昆錨部の見習生として入場した私は

鴬時、昆識學を小島農學士に、亦鰯植物病理學を西田藤次

博士に師事し、明治43年4月熊本大林麗署の雇を奔命し

其の後試慰係に席を置き､以来専ら森林病愚害の溌防騒除
の研究並に疫行に從事し今日に及んだのであるコ ー

其の営時、熊本大林瞳署管内に於いて動植物に因る主な

る被害の種類は40種位あったが、其の中、特に被害の雀
しかったのは、松の針葉を食害する私毛癒と、瞳の根本の

樹皮下を喰害する害錨があり、前者(松毛鐡)は明治40
年頃から「特別經管」と職する大植林計蟹に基き識林せし
箇所に狭き所は蝋10町から、掻さは蝋100町歩に及んで

私の一濟遥林地に年毎に此の被害が發生し、之れを放置す
れば、植付後未だ年漢き此の幼齢林は全く枯死に至るもの
多く、其の惨害を被り成林を見なかった所も少くなかった

冬

のである。

常時、我が國に於ける鵬除法は、現在の嫌に林地で使用
の出來ろ優秀な衝霧瀞も亦藥剤もなく、従って此の畷除憾
多くの人夫を傭って、鋏で畿を一煮鋏み殺させると言ふ蜜

に面倒くさい方法以外に良法はなかったので､専ら此の方
法Iご依って騒除に営って来たのである。だが、日毎に進み
行く化・科學の歩みの中に於いて我盈は何時までも溌態依

然たる此の方法のみを綾けていく鐸にわいかず､其の人工
駆除の傍ら天敵應用の研究を綴け､昭和5年頃に至り､此
の害患の寄生峰の丙「松毛錨黒繭蝿の増殖に成功し之が

懸用蕊除法に依り相當の効果を掌げ得たのであるが、此の

方法は專問按術を必要とする關係上、一般的には資行困難
な黙があり、故に亦別途、傳染病に就いても研究を級け松

毛虫大發主の後iこは多くの場合､傳染満珠に臓鰹菌』に

因り全面的に全滅する場合をたまたま目激し、依って昭和

7年に之れが簡易培養法並に山地移殖法を考案此の方法

に依る願除法を資行し相営の効果を學げ得、其の後山地移

殖法に改良を伽へ,今では僅少の種菌を以って大面談の駆
除を容易に行ひ得る資に經濟的方法に成功し、其の後動昭

和7年以来此の方法を用ひて駆除をなし、何れ遮完全なる

効果を收めて来たのであるQ<之が最初の發炎は昭和8年の
〆 ●

林學會報にあり｡）

次に、後者は明治43‘4年頃の恰度日露戦争常時に塘殖

せし障遥林地に於いて、､樟の根元の形成暦の部分に一種の

幼虫が寄生し樹間下を喰壱穿孔し横死せしむるものが各地

に綾出し、此の被害に就いて大間題を惹起して居り、亦々

〆
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結果なるを思考し、鼬の如き有効天敵の増殖を謀るを以っ

て此の鼠害を減少せしめ得るものと認め昭和7年大分、熊

ﾂ本雨縣下を牡鼬の捕獲禁止唾として設定方を欝時の農林大

臣へ上串し同年'0月より向ふ'0ケ年間壯馳捕獲禁止唾
域ど設定を許可され､其の後も畷鼠の發生ケ所は引綾き駆

除を勵行しつつ發生状況を監覗して來たのであるが、鼬捕

鐡の禁止後は年と共に鼠害並に職鼠の棲息激が次第に減少

し、昭和12年に至っては、さしもに風害甚しかった大分、

熊本雨縣下は全く野鼠の総息し、昭和16年に第一期捕礎禁

止期間浦了尚更に引績き昭和17年より同26年迄第2期

の捕獲禁止期間を設定し目下繼綴中であるJViの嫌に大分、

熊本の雨縣下に亘る掻大な面積に而も大蕃殖をなして被害

を蓬しゆした畷鼠も天然に樫息する鼬の捕礎禁止に依を増

殖だけで僅か鯉年間にして全く絡息の域に追込んだ其の効

力の偉大さは購歎させられるところがあったのである。

次に亦、明治43年頃より瀬岡縣遠賀郡芦屋町宇芦屋演
r

國有林一帯に松喰虫發生し少きば5.6本多きは120-乱3(W

づつ集團的に横死し年には3,000本丙外の被害木が出たの

で乏等被害木を伐倒の時季を考慮せぬ騒除をなした篤に除

b効果は無く、後ちに至り之れが原因調査をなし結果は主

｡として「マツノコキクヒムシ」の被害である事力判明し、

此の害虫に因る被害木は多く45月に楢死し、幼虫は5月

から6月に亘り成虫となり飛び出すものであるから成虫と

なる前、即ち4.5月に常に林丙を巡頑し被護木は發見次第

時期を失せず伐倒し被害部を焼却躯除する事にした結果其

の後被害木は著しく減少するに至った。

亦昭和元年頃より長崎縣南高来郡小濱町字雲仙國立公園

地内に松喰虫が發生し、年と共に其の被害が増加し昭和10

年には約1,500本内外の被害木が發生したので以前より之

力蝿除を條件付で立木庭分して居ったのであるが.其れで

獄被害木は伐倒して其の畿道路迄搬出し其の後成虫發生期

迄放置する等､鰯除を徹底させなかったので其の効薄<､‘
昭和10年に之れが原因調査をなし「ドビイロカミキリ」

『マツノシロホシゾウムシ｣｢マツノクロキポシゾウムシ」

「マツノキイロキクヒムシ」等に因る被害である事を知り

同年よりは誉林鶉直誉で以って12月迄に被害木全部を伐

倒し、其の場で全部澆却蕊除する事にした馬其の翌年より

年を追って被害發生激減し、3年後の昭和13年には全く

被害の終息を見るに至った。 ・

現今、各地に蔓延しつつある松喰虫の被鴇も指示せられ

た駆除適期を失せず、各自が良心的に伐倒剥皮澆却躍除を
●

行ひ、筒、皮付丸太の移動を絶對に禁止するなれば、必ず

や証き將來に栂食虫の被害は終息するものと確信する次第

である。

× × ×

日高さんの表彰に際して

九州支部幹事大澤健治

・一昨年の6月14日に輿林會最後の臨時總會が開催され

私も九州支部の代表として出席し、日本林業技術協會の定

款並に事業内容等を審識致しました。その事業内容の第七

項に林業技術協曾賞を設けて會員の表彰を行うという一件

があって出席者全員でこれを承認したのでありましたが、

そ低とき私はふと心の中で九ﾂl陰部から推薦するとす瓶ぱ

果して誰だろうか’と考へてみたのでした動その時、第一番

に頭の中に浮んだのは日高さんのあの眞刺な研究と取組ん

でゐられ忌姿であ~りました。しかしこのことも約10ケ月

の間は具腱的に表面化することなく過ぎ去りました。

昨年の4月9日附で本部の御i1理事長より第’回め表彰
者の侯捕者推薦の御依頼があり早速に溌時の支部長のﾒ宰

前局長、幹事の蓑輪前經誉部長の御意見を伺ひましたとこ

ろ､蓑輪幹事が開口一番｢第,項の業績に對しては日嵩義

賞さんが適格者であゑ」との御意見の發表があり、太宰支
部長もこれに同意を示されたので、私としては心中大賛成

でありま,したので、直に日高さんの研究室へ行きましてこ

の旨を申し像へ寮した。この時，日高さんは南面のガラス

窓に接鯛した机の前に坐って昆虫學の文献を盛に讃んでゐ

られ、机の一隅にはカラス製の容器の中に認が拾敷匹と桑

葉が5,6枚入れてありました。日高さんは餘りにも溌期し

ない突然のこと人て何のことかと暫く不思議相な顔をして

ゐられたが，改めて私が表彰の目的，推薦のいきさつ等を

説明致しますと、やっと分ったと言った様な顔をされて、

始めてちょっと嬉し相な顔をされました。次いで私が推薦

書類を5月上旬には本部へ塗らなければならぬからそれま
少

でに是非資料を纏めて欲しいと言ひましたら早速に御承知

下さったのでありました。 ー

誕は亦一方この件は支部會員にも了知しておいて貰う必

要があると思ひ護して、早速にこの件を管丙全誉林署へ邇

知したのですが､支部街員からはこれに就て何一つの意見

の呈示もなく ，結局、支部長幹事の縫衡に同意を輿へて

くれたものと考へ童したので、5月13日附で正式に推薦

欺並に添fl誉讓頁を提出したのでした。 ・

其の後暫くの間は受賞者として決定になる厳にと切望し

てゐましたので、本部より通信がある度に胸をと壁ろかせ

て封を切ったものです。叉、8月には本協會理事である林

業試鹸場の小倉さんが九州へ御みえになったので唾早速i這

本部の錐禰の模巖などを御難ねしたりしましたoしかi手

のうちに太宰支部長が退官され、その後任支部長の裟輪經

誉部長、幹事の大島事業部長が夫煮九州を去られたので営

■
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了メリカ・の生 崖林業
Americanindtrstrial forestrv

－本號口繪篇眞に關連して－

アメリカ林業家協曾(TheSocietyofAmariCanForeStexS)

は創立50週年記念に生産林業に關する全圃大曾を開催し

た。此の大會には北米各洲から林業按砺者が出席して、北

米に於ける最も主要木材生産地たるオレゴン州及びワシン

'･ソ州の森林地帯で行はれた。此のf肋にあつでは商品と

して毎年一定の木材を出す手段として生産林業が特に重要

なのである。

× × ×

近代的な森林伐採の目的は単位面積常りの生産量を多く

すること土、林地を新林分の更新を容易ならしめる状態に

保ついとである。それには二つの方法が棚皆せられたつそ

の一つは伐根を低く寸る篤めに湿力な機械鋸を使用するこ

とである，手鋸の使用は精もすれば伐根が潤い篤めに健全

な稚樹の發育に必要な陽光を遮ることが屡魚ある動第二に
■

は保残木を残し、且つ林地を掻き起しを行う事である。天

然更新の母刷として所曇に残存し、地表はきれいに掻き起

しを行うのである。 〃 ．
．× X ×

林業家はワシントン州のシヤトル市の水源林を観察して

報告書を作った｡此の溌恥地域の伐操は林地の集水面を保
護する様に注意深く調整して行はれなければならない。伐
木ば市所有の物だけに制限されるべきで先づ高迩線の電柱
の伐採から始められるべきである。

× × ×

此の大會に於てほ、農用林(TreeR'rms.)の改善と増
加についても審議されたつ農用林ほ更新をしなければなら
ない｡林木の保護も必要である｡又澤伐に依る收漣を考へ
なければならない。

．× × ×

報告に依れば、観光道路に沿って自然林の風致美を保持
するために､伐木會斌が州の磯關と非常な協力をして居るo
此の事業は第一次の生産林桑に於ては莫大な犠牲を伴うも
のであるに係らず、この偉大な伐木企業燈は此の慶大な地
域の保護と保全を行うことに於て大きな誇りと幸禧を持つ
ものである。

× × ×

駐>鐸文は成る可く原文を奪重した。（鐸･松原茂）

（前頁より綴く）

時の役員は溌一人となるととも鯉に､1大異動に件ふ私の新任

務等の關係で一時ぱたぱたしてゐる間に年末、正月を迦へ

表彰の件は全く忘れておりました，この穰な.ところへ今回

の受賞者決定の通知を本部より頂いたわけでありまして全

く突然でもあって驚き且つ非常に嬉しく思ひました、直に

日高さんの部屋に参り蓑して本部理事長よりの書状を御渡

しするとともに御説蕊を述べ叉現支部長の小幡經誉部長、

幹事の二宮事業部長にも報告し蕊見局長にも一件書類を

覧て頂いたのであり萱した。又一方では熊＊誉林局旬報誌

上で全誉林局署員にもこの郡しきニュースを傳へ、本露の

燕輪國有林課長にも朗報を御偲へした次第です｡､小幡支部

長は日高さんとは捨敷年前から試敷の府暁室電御親交ぶあ

っただけに非常に喜ばれて早速に別稿の如き「日高さんの

縦顔」の題の一文を書いて下さいましたコー

さきの｢林謁蠅の振與について｣の論文に為っては常
支部の日下部兼道さんが入選され又鳧今回、日高さんが第

一回の表彰者になられたので九州支部全臘膨職喜に満ちて
おり童す。支部の事務鑛常の韓事として支部の運誉に從頚
してゐる私は絶犬なる喜びにたえないと同時に今後熊木勢
'林局に奉職する限り.は、微力ながら九州支部の發展、ひい
ては日本林業技術協會の發展のために識力しなければなら
ぬと思ってゐま説

× × X

本部の松原專務理事より支部としての｢推薦のことば」
といった溌なものを邊って頂きたい旨の御依頼をうけまし

たが推薦常時の役員の方為力鑓官叉は他局へ鱒出されま
したし､私如きものが到蔭朧薦のことば」は書けません

し、そうかと言って九州支部として何も致さないのは編し

ゆう部の御期待にそむくと恩はれ蓑したので、日高さんを
御推薦した當時の模儀､並にその當時から今日雀での間の

私の観たま上感じた｡まLを雷き綴った次第であります。

〔終り〕

■
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赴團法人日本林業技術協會第三回通常總會

去る3月8日午後1時半より5時迄､東京都中央腫京僑

1ノ2日本科學技術連盟に於て開催した。出席者59名、

代理委任状提出者5.960名合計6.019名‘その概況は次の

通りであった。

松川理事長の挨拶の後､三浦林野聡長官の覗辞があって

識長の選畢に入ったがく東大中村賢太郎教授が滿場一致で

選ぱｵ1議事に入る。 、，

議案(1) 昭和23年度業務報告並に收支決算報告に關

する件

昭和24年7月發庁の本誌第6雛に掲載の通り報告、

異議無く承認

識案（2） 昭和24年度收支熱算に關3－る件

昭和24年3月26日螂曾に於て決定し､其の後總

會を開催する機會が無く今日に至ったが禾件も承認さ

れた

議案（3） 定款鍵更に關する件

理事會の草案に基き審議の結果二､三修正された上別

項の通り可決、筒本件は主管大臣の認可を要するもの

である

議案（4） 役員の改選に開する件

2月28日を以て役員の任期が浦了した篇改選の結果

次の通り決定した

理事長松川恭佐

専務理事松原茂

常務理事中川久美雄植杉哲夫小倉武夫

平野孝二吉田好彰

理一悪公李秀職近蕊嘉吉原忠平
河田五郎岡島呉郎右田伸彦

黒岩菊郎佐伯操次田中文雄

近江太郎’瀬川蒲飯島富五郎

一 ．武川元紀黒田隆男中澤輝男
諸瀬責三梅地十郎谷藤正三

監事烏生眞夫樋口光男

筒以上の外地方選出の理事として各支部よりの推薦に

基いて更に理蕊を25名追加することを＃定した

識案（5） 昭和25年度事業方針並に收菱識算に關する件

別項の如く可決された

議案（6） 昭和25年度曾費に開する件

次の通り織決した

（イ〕正曾員一ケ年額200間

但し2回に分鞠することができる（細期は6月と

］2月）

（ロ〉特別曾員一時柳3,000圓以上とする

以上を以て議事を終り，佐藤垢石氏の「山と酒と魚」と題

する講演を蕊き午後5時閉露した。

昭和25年度事業方針 ・

昭和23年6月臨時總曾の決磯に依って木曾の新發足に

，鍵鱗騨瀞鰯溺……｜開する蓮誉方針を確定以来約2年略乾順調に經過し漸く木

曾活動の基盤ぶ出來た現状である。本年は正に往年の輿林
會活動を再現すべき復興完成の年であり殊に明年本會創立

謹嘩雛鶏蕊2回琴集中である｡30週年を控へ欝全の整備爵韓k協玲各種活動の具現積極化

壕議蕊醗鰯撫繍鍋辮f
を間る方針である。

1．會員の増加

昭和24年2月の臨時總會に於ては會員駁一藻名を目漂 て表彰を資施する。

1礎霧W鬘農繼鋳るが一暦奨の丙容識を圃’鴎來として増加を圖ることを決議したが現在数7,759名、

遺憾乍ら100％の成績を達じ得なかった。本年度は之を

騨蕊熱:織謁雛。
碓保すぺく最善の努力を難す方針である。

1．特別會員の砿保

昭和2陛年8月より創った養助員の募集は支部分會等の
協力に依って営初豫定209口の約竿數を募集し得た力蓑 1．圖書の斡旋．
助員を改めて持別會員とし200名を目標と1-エ進み度い 那方在住の會員叉は官寵、團綴等の便宜の爲めに凡ゆる

1・支部分曾の組織整備 間書の購入取次ぎを行う。

撫鰡蕊議蕊
全國に14支部設置し分曾等も追盈整備されつ典あるが 1．．．本禽事溌所の

璃;繊鱗そ●蓮誉販扱い等も腫盈であって積極的な活動を行うに
充分なる組織とは言い難い本年度は定款中にも各支部分 は甚だし<狭艤

譲騨，議鋤…伽…｡“ 謹蕊践撫鱒綴綴蕊撫辨嘉辮罵芳
］・地方大會の開

鍵舜｡麓溺繍雛辮鶏職需綴幕 ，蕊灘唱舗篝縛鍵盤繍灘鵜究溌表曾其の他の事業を疫施する
筒分會自鎧の主動に依る曾合も積極的に笈施を岡られ度 へ度い方針である。 ‐

j
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職務を行うものとする

補鉄選畢により就任した役員は前任者の任期を寵承する
"-I-四縢本曾に謬與を置くことができる

謬與ば理事會の決議によ‘って理事長がこれを委嘱する
謬與は本脅の蓮瞥に關して過閏纒の諮問に順じて意見を

▼

述べる

第十五條木曾には必要に應じ職員を置くことができる
職員は理事長がこれを任免する

第五章會識

第十ﾌ胃縢本曾の曾践ほ左の二とする
一總曾
二理事曾

譜卜七朧總會は毎年一回定期に理事長ぶとれを招集する
但し必要ある場合は臨時撫禽を開催ﾗｰる
臨時總會は鯛崎の決議に基いて理事長がこれを招集す
る

辮卜八條總會は木曾の最高決識機關であって次のことを
議決する
一事業方針業務報告收支溌算決算の承認
二定款の鍵更

三役員の選任叉は解任 〃

四理事會からの提出事項
五總會が必要と認めた事項 、

總會の議長はその都度會員の中からこれを選出する
第十九際會議の識事は出席者の過半数を以てこれを決し

′可否同数のときは議長がこれを決する

曾識に出廠しない者は書面を以て表決をなし又は代理人
を出すことができる

第二十條理事會は禽務遂行上必要ある場合叉は理事三分
の一以上から請求があるとき理事長がとれを招集3雷る

第二-'一條理事曾は在京の理事竿數以上出席しないとき
は決議をなすことができない但し在京の理蕊羊敷以上

出席したとき叉は同一事項,こついて更に理事曾を招集し
たときは出席者蝋に拘らず決調をなすことができる

第二ﾄｰ條理事會は総鱈に次ぐ決劉幾關であって緊急を
要する場合にほ總曾の決議を經なければならない事項を
虚理することができる担しその場合は次の總會に於て承
撫を求めなければならない

第六章支部分曾及び支部連合會
第二十三朧木曾は支部及び分會を設けることができる

叉支部の運営上必要あるときは蝋支部を以て支部蓮合會
をつくることがで菅る

第 は理事會の定めた地域丙にある分曾を以

蓑総謡…傭"……職ゞ
鐸蕊驚は雛織ぴ支部蓮合曾の設立並に運鶴に關

祗團法人日本林業技術協會

定 款

第一意名穂及び事務所
第一條本會は献閣法人日本林業技術協會と稲する

第二條本會の事務所は東京都腫丙に置く
第二章目的及び事業

第三條木曾は林業技術に關係ある者の職能園魁として林
業に關する科學技術の發逵普及及び宣傳を岡り併せて林
業獅臓の面から産業の振興と文化の向上に寄り鯛-ること
を目的とする

第四條木曾は前條の目的を達成するたあ左の事業を行う

一科學技術に立脚する林業政策の考究及び推進
・二林業技術の改良及び發達に必要な事業

三林業の普及及び宣臨に開する事業
四林業に關する調査研究及び其の受託

玉講耆會の開催及び印刷物の刊行
、六科學按購關係諸團鐙との蓮絡の下に鹿く産業振興に

對する協力

七林業技術者の相互親善に必要な事業
八其の他木曾の.目的を達成するため必要な噸業

第三章會員

第玉條木曾ほ林業技術者又は林業挨礎に對し理解を認識
を持ち本會の趣旨に賛同協力する者を以て會員とする

第六際本曹の會員は左の二穂とする ．
一正會員毎年會費を納入する者

一二特別曾員一定額以上の特別曾費を納入した者
會員の會蟹は總會に於て定める

第七際本會に入曾又は暹會しようとする場合はその旨を
木曾に申出なければならない

林業技術に關まる職域又は地域團隈を組織する者は営該
團燈を邇じ木曾に入會叉は退曾を申出ることができる

第八條會員は左に揺げる理由によってその賓絡を失う
一死亡 二太會の解散
三退會 四除名

第九條會員で本定款に違反し叉は木曾の名譽を損ずる行
爲があった者は理事會の決識を經て麓名することができ
、る

第四章役員参與及び職員
第十條木曾に左の役員を髭<
理事長一名

専務理事一名
術務理事五名

理事5名以丙〔理事長率務理事常務理事を含む）
監事二名 ・

第十一條役員は會員の中から總會に於て.これを選出ずる
監事は理事叉は職員を兼ねることはできない

第十二條役員の職務は左の通りとする
一理事罵は木曾を代表し曾務を統轄する
二専務理事及び瀞務理事は餅務を執行し専務理事は理

事長を補佐し理裏長事故あるとき庭これを代理する
三理事長は理事雷を織成する
四監事は圃務を監査する

ことはできない

ユ

~

※磁錨f譲蕊篭鱈附…"・りとする

務を統轄する

欝溺を執行し専務塵事侭理蓬ﾈ罐蕊:鱒壌鷆襄藤鞘泉難響
るとき庭これを代理する 三-l･･一日迄とする

第二十九篠支部・分會叉は支部連合雷の會計は木曾の會る
計に含めない

職零鶴蕾蓋灘誕溌盧と…‘年とする但し重任を妨げな
q

P

第三十條本定款の施行に必要蝦細則ほ理事智に於て定め
任者が就任するまでほその る

－〔33）－

等十三條
い幸

役員は任

役員の任期は瀧二ケ
一

期滿了後に於ても後
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昭和25年度收支豫算
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！

｜ 合 計 I 7ｼ069,500
－－
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園－－1 －

らうoこの最も基本的な構識ほ高さが1尺8学奥行2尺
乃至2尺5寸、間口3尺位の棚の箱である。この中に即
ち僅か7平方尺丙外の庇さの中に。成難を5荊位容れて飼
育することがその根本原則なのである。た蟹その床を金網
叉は竹の嬢とすること、そしてその下に焚受塞審設けるこ
と、これが最咄重要なことである。

斯く施設することに依って難ほ常に清潔を保ち､_傳染病
菌や畑虫に侵されることが無く、その運動を適度に制限し
て飼料を有効に活用し繕に最も良好の産卵率を上げること
が出來る。

．事溌同氏の經管する朝霞農場はすべて此の方式を採用
し、立汲な業績を蕊げて居る。

そして此の最も基本的な構造を横に、縦に搬張すること
に依って，幾らでも飼育数を増やすことが出来る,伺氏の
設計に依る最大の効率催、土地一坪を以て60調を飼うこ
とが出来る。それは上述の様な溝篭を一坪の面積には4個
施設することができ、之を更に立磯的にして3段にすれば
12価分の飼育面積を得る。即ち一個に付5那程入れるどす
れば“羽を｣腱容し得るのである。

厳地の少い都會生活者にとっては勿論のこと、田園の居
住者に在っても，此の飼育方法ほ正に最も能率的な方法で
あり、而かも管理の手敷が遙かに少ぐてすむし．且清潔で
あることが何よりの利鮎である。

× × ×

林業獅|『に養難の話を賊せることは皇寸お角遠ひの感が
ないでもないが,會員の中には私達と同じ綴に家庭養難に
興味を持って居る人産も多いことであらう。難を飼うこと
は変に樂しいものである。たまには此の溌な識物に依って
目の凝りをほぐしてもらひ度いと恩ひ敢へて此の話題を提
供した次第である．悪しからず御諒承を得たい。

､(蕊謡う雑静寄騨圏外地林蕊懇話會宛申）

難の文化侭宅 松原 茂 ’

｜
｜

」

松川理事長と私とは目下家庭養難について非常な熱を上

げて居る。現在松川理事長の如きば各種の初生雛を60刺
も御手製の育雛器に依って飼育中であるがゞ大鍵成綴が良
いらしい。

此の様な熱を上げて居る二人が今年のお正月頃、パツタ
リー養難で瀧威者として知られて居る吉井信氏を埼玉縣の
朝霞町に訪ねて種凌教を乞うたことかあった。吉井氏は早
大出の工學士で、長く大倉組に勤め停年で引退してからは
趣味で初めた謹雛が.すつか.り板について、今日では蛮地
義難に於ける一方の擢威者になってじまった。元來が建築
技師だけあって、難舎の設備や建築に！ついてば新らしい角
度から鐵討し、今日のバツ柔リー養難を完成した。仲盈む
づかしい親父雷あって、その口をほごすのに容易でなかっ
たが、段糞話して居る間に、すっかり．肝謄相照らす程にま
で打ち解け、三、四時間餘りもしゃべり込んでじまひ、趣
には夜路萱途中堂で逢って近所の居酒屋でコップ酒まで
御馳走になったと云う始末であったュ

その吉井氏が崎に本協曾の爲めに菱難の原稿を雷いてや

らうと云って、わざわざ執筆してくれたの漆此の「難の文

化住宅lである。然し此の原稿は大分長くもあるので、別
にパンフレットとして印刷して希望者にだけ頒布すること

にした｡た壁此所には同氏の好意を博へ､その概要の一端
を紹介することに依って同氏に對し謝意を表したい。

パツタリー裁灘は英國あたりで創ったものらしいが、そ

の語はBflttsry出て氏に依れば刷織立てられた一つの
纏った装置」である画從來の謎難は主として地面を利用し
た平飼であったが之が漸塞棚飼へと移行し、それを最も集
約化したものが吉井氏のパツタツー養難と言って良いであ
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1

特 別 會 員

次の邇り申込があった動協賛を謝し會員に報告する（敬種略）

入會月日 氏 名｜住 取扱支部所 ｜金 額 I

’

港厘芝三田四國町17

杉並鹿西荻窪一ノ八三

本
木Ｉ

日
日

８
０

１
１

月
月

３
４

鈴 木雛次郎

浦辰雄

3,000圓

5，000

－

１
部
部

會務報告
～～一一‐

○第3回總會

別記の邇り本年3月8日東京都中央厘京橋二ノー日本科

學技術連盟に於て開催した。

○第1回林業技術協曾賞表彰式

受愛者熊本誉林局日高謝匪氏に對し、3月8日總會席

上に於て實施した。

○蕊1回支部事務擢當者打合曾

3月9日午前9時一午後4時 於本會

各支部（四園及び北見の雨支部は訣席）から支部長叉(ま

事務搬営者が夫を出席、本部から松川理事長，松原、中

川，植杉各理事が出席して緊行、本會の運誉，支部との

連絡等について協議、打合を行った。

○第1回理事倉4月3日後2時－5時於本衝

過般の總會に於て改選された役員に依る第1回理事會を

開催、松川理事長、松原専務理事、中川、植杉、平野各

常務理事及び公平、原、岡島、右田、近江，瀬川、武川

中津、猪溌.揮也の各理事の計15名が出臓

W11理事長の挨拶、松原專務理事より業湧概況の報告に

次いで、次の各項を審議した。

議案1．昭和26年度事業方針

第3回總曾に於て決定した方針について更に験討

を加へその運管を協磯した。

識案2．参議院議員選學に關する件

昭和24年2月第2回臨時總會に齢て本會が職能
代表を國曾に蓬るぺきことを決議したが各霞の事

情に依り政治的活動を一切中止することを決定し

た。

議案3．學生曾員に關する件

學生の入曾希望者に對して臆曾員として液披うこ

ど上し、その會費を特に年額150圓と決定した。
○前橋支部より理事推薦

新定款に依る理事5J名の中現在の峡員25名は地方各
支部よりの推篶に依って決定すること人なって居るが、
今回前濡支部より次の通り理事2名の推蒋があった。

理事浦田龍彦氏（前僑管林局煙管部長）

三井鼎三氏（霜島縣林蕩部長）
ー

會 告
一

○賛助員の各位へ

去る3月8日の總會に於て定款を鍵更L謎助員を改めて

特別雪員となりましたコーミ御通知を差し上げるぺきで

ありますが、誌上を以て御挨拶に代へまず。何卒御諒承
の上今後ば特別曾員として一厨御筋力の程をお願し讃す

○含菱について

次の通り決定致しました

正曾員一人年額200圓（學生150圓）

但し二回に分納することができる

納期は‐一回排のときは9月迄

二回郷のときは6月と12月迄

特別霞員 一時郷3,000圓以上

（發寶中）

林業技術シリーズ『林業試験場編普〕

No.8 ヒノキ抜根に關十る試験償40圃〒6圓

=o_9 合板用ケイスーース接潜剰。嘩0圏〒6圓

N0.10 スギ及ヒノキの一年生遥林の成績

債30圓〒6圓

林業普及護書（林野鱒研究普及課編集）

蚕b､1 仰木重職著施業案の話侭10園〒6圓

祗鬮去人日本林業技術協會

I

I

林業技
〈改題第11號）

編集雲行人

印刷人
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戦後の日本林材界が世界に誇る最大の業績!！

－讃賞讃,誰刺二も推奨して惇からぬ名書!！ ’
として林材界は勿論，一般出版界に一大反響を呼び起した此の「私た

Ⅷ伽‘""","趣_.""",‘‘“編纂委員‘画,“ ” ちの森林」は，戦後林業復興の一つの記念

瀞，簿鮮瀞薯育鼠大橋秀雄事業として,官學.民一謄となって刊行さ

§灘雛雲蕊震吉田正男; れたもので,林材界に携はる者は職域めい
;鰄総驫懲選中村賢太郎 かんを間はす總ての人が必讃すべき書とし
§雛鯏雛辮江山正美；
;緬識臓蟹灘佐藤保太郎; て推識さ恥ている斯界絶讃の書！
：倒木*材加工塗篭協禽長＝ 綜堅 毒一
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